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自分 力斬可者 で あるかを し

心 に留 める
副管長N・ エ ル ドン ・タナ ー

編集記 ：これはタナー副管長が1982年11月 に逝去され

る直前に，、大管長会メッセージとして準備された最後

の記事です。私たちは，副管長の逝去からこのメッセ

ージの発表予建時期までかなりの月数があったため
，

掲載を見合わせて，次号に予定されていたメッセ」ジ

を繰り上げて発表するか，それとも初めの予定通りに

このメッセージを掲載するかを検討しました。そして，

このメッセージはいつの時代にも当てはまり，すべて

の人に重要な内容を持つものであり，かつ9ナ ー副管

長自身の高潔な生涯をよく表わしているという判断の

下に，本号に掲載することを決定しました。

私
はデ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管長 か

ら， 教 会員 に伝 えて欲 しい とメ ッセ

ー ジを依頼 され た こ とが あ りますが
， その

力 強 い メ ッセー ジが脳 裏 に浮 か んで きます。

大 管長 が教 会本 部 を離 れ て他 の地 へ訪 問 で

きな い状態 の時 で した。私 は割 り当 て を受

けて 出発 す る前 に， よ くマ ッケ イ大 管 長 に

助 言 を求 め に行 き ま したが ， そ うい う時 に，

よ くこ う言 われ た の を覚 えて い ます。「タ ナ

ー副 管長
， そ の人 た ちの所 へ行 くにつ い て

お願 い した い ことが あ ります。 彼 らに 自分

が何 者 で あ るか を思 い起 ご し， それ にふ さ

わ しい生 き方 をす る よ う， そ して私 た ち は

それ ぞれ にひ とつ の責任 を負 ってい る とい

うこ とを気付 か せ る よ うに して下 さい。」

この言 葉 は私 の心 か ら永遠 に消 えない も

の とな りま した。 そ して確 か に私 は こ1のメ

ッセ ー ジ を， 全世 界 を旅 しなが ら何 度 とな

く述 べ 伝 え ま した。私 は このメ ッセ ージ を

家族 に， そ して 自分 のオ フ ィス を訪 ね て来

る人 々 に も力説 して きま した。 また， それ

を生 活 の 中で形 に表 わ し，一自分 に寄 せ られ

た信 頼 にふ さわ しい者 とな るよ う努 め て き

ま した。

私 た ち は一体 何者な ので し ょうか。 まず

最 初 に， 私 た ちは神 の霊 の子 供 で あ り，次
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に，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会 員

で あ ります。 何 と素晴 らしい祝福 ，何 と大

きな責 任で は ない で し ょうか。福 音 の 回復，

神が予 言者 に授 け られ た数 々の啓 示 ，教 会

を導 くた め に神 か ら授 け られた知 識 を私 た

ちに知 らせ て くれ る予 言者 の存在 ， これ ら

を通 して私 た ち は知識 と神権 を授 か る とい

う最高 の祝 福 と幸運 に浴 して いる ので す。

神権 は 自分 自身 と家 族 を救 い，神 のみ もと

へ帰 る助 け を与 えて くれ る もので す。

背教 が あ り， 心 をか た くな に して神 のみ

言葉 に耳 を傾 けず， み 言葉 を信 じず，受 け

入れ よ うとしない人 々 が い ました。 そのた

め世 の多 くの人 々 が， 自分 自身の救 い と永

遠 の生命 とい う点 に関 して 暗闇 の 中 にい ま

す。です か ら，「光 を人 々 の前 に輝 か し，そ

して，人 々が …… よいお こな い を見 て ，天

にい ます …… 父 をあが め る よう に」(マタ イ

5：16)す る ことは， 私 た ちの特権 で あ り，

義務，責任 で もあ るのです 。

これ を心 に刻 んで お くの は大 切 な ことで

す。 そ して， この 責任 を私 た ち に与 え られ

たのが神 で あ る ことを絶 えず 思 い起 こす な

ら，神 の戒 めに従 った行 ない をす る上 で助

けとなる に違 い あ り ませ ん。

法律 を守 らず， また麻薬 や ア ル コール な

どの問題 を抱 えてい る若人 が い ます。 また

経済的 な面 の責任 感が 欠落 した若人 も数 多

くい ますが ，私 は こ うい った問題 の 多 くは

大人た ちの悪 い見 本 に よる ものだ と常 々感

じてい ます。 ほ とん どの場 合 ，彼 らは 自分

が見 た行 ないだ け をす る もので す。 国，学

校，地域 社会 の指 導者 とい われ る人 々の生

活 を見 る と， あ ま りと言 えば あ ま りな ほ ど

不 道徳 ， 不正 直， 不誠 実 が はび こって い ま

す。私 たち は真理 ，宗 教 ， 自由の ため に戦
じゆん こうまい

い，殉 じた人 々 の生活 を形作 って いた高 適

な理想 ， 気高 い原 則 を， 何 とか して も う一

度 つか み直 さなけれ ば な りませ ん。

教会 員 は急速 に増加 して い ますが ，私 た

ち はキ リス トに従 った生 活 に よ る模範 や，

実 際 に福 音 の原則 を述 べ，教 え る ことに よ

って，絶 えず伝道 の業 に励 む必 要が あ りま

す。

カナ ダ にい た時 のひ とつ の経験 を思 い出

し ます。 私 は長 年 の間， あ る教 会員 で な い

人 と一緒 に仕 事 を して い ま した。私 は宗教

の ことを話題 にす るの を避 け てい ました。

ふ た りの親 しい関係 にひ び を入 れ た くなか

ったか らで す。 しか し結 局 ， この教 会 の教

え とイ エ ス ・キ リス トの福音 を学 んで み る

気 は ないか 尋 ねて みた い気 持 ち にな った の

で す。彼 は興 味 を示 し， それ か らす ぐに奥

さん と一 緒 に日曜 日の 集会 に出席 しま した 。

彼 らは間 もな く子供 と一緒 に教 会員 とな り，

時 間や 才能 を捧 げて教会 に大 きな寄与 を し

ま した 。 この夫 婦 はつ い先 頃 ， あ る伝 道部

を管理 す る責任 を終 えて帰 還 し， 子供 た ち

も様 々 な分 野 で奉 仕 の働 きを し， 幾人 か は

伝道 の 責任 も果 た して き ました。 もし私が

彼 らに福 音 の 良 きお とずれ を伝 え る責 任 を

怠 ってい た ら，教 会 に とっ て大 きな損 失 と

な ってい た ことで し ょう。

あ る時私 は彼 か ら， 長 い間教 会 の こ とを

話 して くれず ， おか げで家 族 が福 音 の祝福

に あずか れ なか った と責 め られ，2度 と同
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じこ とはす まい， 自分 が何者 か さ らに よ く

自覚 し， それ にふ さわ しい行 ない をしな け

れ ば と決 心 しま した。

西 ヨー ロ ッパ伝 道 部 の伝道 部 長 だ った時
』
に，駐 留米 軍 の軍人 た ち と知 り合 う機 会 に

恵 まれ ました。 軍人 ステー キ部 の ス テー キ

部 長か ら次 の よ うな面 白 い話 を聞 か され た

ことが あ ります。

彼 は そのス テー キ部 の幹 部書 記 をして い

る時 に， 自分 の隊 の将 官 に呼 ばれ ，補 佐役

として働 く気 はな いか と言 わ れ ま した。 そ

の責任 に就 くと，将 官 が行 く所 へ は どこへ

で も付 い て行 か な けれ ば な らな くな ります。

教 会 の召 し と家 族 に対 す る責任 へ の影 響 を

考 えた彼 は，辞 退 したい と言 い ま した。

す る とこう言わ れ ま した。「君 は家族 と教

会 の こ とで， この話 を断 わ る と言 うのか。」

「はい
， お っ し ゃる通 りで す」 と答 える'

と，

将官 は 「分 か った， この話 は なか った こ

とに しよ う」 と言 い ました。 と ころが ，数

日する とまた彼 を呼 び出 し，教 会 と家 族 に

対 する責任 が果 た せ る よ うに必 要 な調 整 は

す るか ら， 考 え直 して も らえな いか と言 っ

て きた そ うで す。

専任 宣教 師 を務 め た こ との あ る も うひ と

りの軍 人 は， フ ラ ンスで2年 半伝 道 して い

た時 よ りも， 軍務 の問 の1年 半 の方が 多 く

の人 にバ プ テス マ を授 け改 宗 させ る こ とが

で きた と話 して くれ ました。 これ が， 自分

が何者 で あ るか を知 り， それ にふ さわ しい

生 き方 をす る とい う こ とです 。

マ ッケイ大 管長 の数 々 の メ ッセー ジの 中

には一貫 して この テー マが 流 れ てい ます。

そ の こ とを示 す意 味で ，私 が初 めて副 管長

に支 持 され た 時の 総大 会 で大 管長 が話 され

た 言葉 の中 か ら引 用 して みた い と思 い ます。

「教会 は この世 の生 涯 は試 しの時 で あ る

と教 えて い ます。本 能 の奴 隷 とな らず に，

逆 に これ を治 め る者 とな る ことは人 の義務

で す。 肉体 的 な欲 望 は 自分 で 治 め るべ き も

の で あ り， 健康 と長生 きの ため に用 い るべ

き もの で す。 また激 しい感 情 も幸 福 と他 の

人 の祝福 のた め に支配 し統 御 す る必要 が あ

ります 。

人 の最高 の 幸せ は， 他 の人 の た めに無私

の行 ない をす る ことに よっ て もた らされ る

もので す。 現在 に至 る までの 科学 の進 歩 と

様 々 な発 見 は，必 要 とあ らば喜 んで真 理 の

た め に身 を捧 げ て きた人 々 の努力 の結 果 で

す。

もし これ まで聖 霊 の ささや きに従 った生

活 をし， これ か らもそ う してい くな ら，皆

さんの 心 は幸福 感 で一 杯 に な るで し ょう。

も しそれか らはず れ， 自分 で 正 しい と知 っ

て い る こ とを して こなか っ た とい う気 持 ち

にな るな ら， た とえ この世 の富 を手 に して

い よう と も， 悲 しみへ の道 を歩 いて い る こ

と に な り ま す。」(ConferenceReport，

Octoberl963)

マ ッケ イ大 管長 が 自 ら語 られ た最後 のメ

ッセー ジは，1966年10月2日 の 日曜 日の話

で す。(大管 長 は別 の メ ッセ ー ジを準備 して

いたが ， それ は息 子 た ちが代 読 した)そ の

最後 の メ ッセ ー ジか ら引用 して み ます。

「宋 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 は神 の
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私たちには，神が現在天におられ，また神の御子イエス ・キリスト

が私たちにひとつの計画を与えて下さったという知識があります。

この主の計画によって，私たちは……永遠の生命を授かるのです。

み こ ころが この神 権時 代 に明 らか に されて

きた こ と， また福 音 の原則 ， 人生 の原則 が

啓 示 され て きた こと を，世 に向 か って証 し

てい ます。 それ らは皆 ， 時 の絶頂 にキ リス

トが教 え られ た原 則 と一 致 す る もので す。

神 の み こころで あ るすべ て の原則 につ いて

ここで お話 す る こ とは で き ませ んが ，聖 典

に書 かれ て い る よう に， それ らは非 常 に簡

潔 で 『愚 か な る者 はそ こに迷 い 入 る こ とは

な い』(イ ザヤ35：8)も のな ので す。

自分が福 音 の 原則 と儀 式 に従 った な ら，

次 はそ の神 のみ こ ころ を隣人 に伝 え，人 々

に幸 せ を もた ら し， 自分 もそ の中 に生 きる

ひ と りとして世 の 中 を良 くしてい か な けれ

ば な りませ ん。 キ リス トは御 自身 のす べ て

を捧 げて私 た ち にその 原則 を教 え られ ま し

た。そ して こ う言 って お られ ます。『わ た し

の兄 弟 で あ る これ らの 最 も小 さい 者 のひ と

りに した の は， す なわ ち， わ た しに した の

で あ る。』(マ タ イ25：40)こ れが ，神 が私

た ち に授 けて下 さ った メ ッセ ー ジで す。 こ

の教 会 は完 全 に組 織 され た神 の教 会 で あ り，

他 の人 に善 を行 な う機 会 が，大 人 や子 供 を

問 わ ずすべ ての人 に与 え られ て い ます。 そ

れ は神 権者 の務 めで す。 また補 助 組織 で働

く人々 ，神 に仕 え， そ のみ こころ を行 な う

す べ ての人 々 の責 任 です 。現 にそれ を行 な

い， これ か らも続 けて い く人 は，実 際 に試

した結 果 と して， それが 神 のみ業 で あ る こ

とをさ らに強 く確 信 す る よ うにな るで し ょ

う。私 たち は神 の み こ ころを行 な う こ とに

よ って，神 を知 り， さ らに神 に近 づ き，永

遠 の生 命 が与 え られ る と感 じる ように なる

ので す。 私 た ちは どこにい て も， すべ ての

人 に愛 を感 ず る よう にな り，古代 の使 徒 と

共 に こ う叫 ぶ こ とがで きます。『わ た したち

は，兄 弟 を愛 して い るので ，死 か らい のち

へ移 って きた ことを，知 って い る。』(1ヨ

ハ ネ3：14)」(ConferenceReport，Octo-

ber1966)

現 在 の予 言者 ， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ー ル大管 長 も これ と同 じ宣 言 を してい ます。

キ ン ボール 大管 長 は その メ ッセー ジ を， 私

が彼 の 副管 長 として最 初 に支持 された総 大

会 の最後 の説教 の 中 で語 られ ましたが ，そ

の 中 に はマ ッケ イ大管 長が 語 られ た と同 じ

こ とが 非常 には っ き りと出 てい ます。 キ ン

ボー ル大管 長 は こう話 され たの です。

「私 た ち は主 に仕 え よ う としてお り， そ

の 目的 が正 し く， 尊 い もの であ る こ とを確

信 して い ます 。 しか し何 に もま して， 私た

ち には，神 が 現在 天 に お られ， また神 の御

子 イ エ ス ・キ リス トが私 た ち にひ とつの計

画 を与 えて下 さ った とい う知 識 が あ ります。

この 主 の計 画 に よって， 私 た ち と愛 す る者

た ちは， 忠実 で あれ ば永 遠 の生命 を授 か る

ので す。 この永遼 の 生活 は，達成 と喜 び と

発 展 に満 ちた， 多忙 な ， 目的の あ る生活 に
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なるで し ょう。

皆 さ んは， この世 にお いて これ まで に味

わ った喜 びの 中か ら最 も大 きな もの を思 い

出 せる と思 い ます。'ところが次 の世 の生 活

はそ うした喜 び を伴 った生 活 の延長 で あっ

てしか もこの世 に増 して大 き く、，倍 加 され

た， しか ももっ と望 ま しい，・意 味 の深 い事

柄 を伴 うので す。 この世 の交 わ りすべ て を

通 して，皆 さん は進 歩 と喜 び と成長 と幸福

を得 る こ とが で き ます 。 そ して この世 の生

涯 を閉 じた後 も私 た ちは， 現世 に似 た状態

の下 に置 かれ るの で す。 ただ 現世 と異 な る

点 は，制 限が 少 な く， もっ と光 栄 が あ り，

大 きな喜 びが あ る とい う こ とです 。」(Con-

ferenceReport，Apri11974)

主の再臨 まで， 時 も残 り少 な くな っ て き

ました。 き ょう私 はす べ ての 人 に，何 よ り

もまず， 自分 が何 者で あるか を心 に留 める

ように して下 さ い と， 特 に強 く申 し上 げた

い と思 い ます。私 之 ち に命 と愛， そ して こ

の教 会 の会員 と して の特権 ・ 家族 ，友 人 ・

隣人 を与 えて下 さ った神 に感 謝 しよ うでは

あ りませ ん か。

親切 で思 いや りの あ る人 間 にな り， 自分

の最 善 を尽 くし， 愛 と哀 れ み を示 す よ うに
なら

しまし ょう。 キ リス トの生 き方 と奉仕 に倣

った生活 を して模 範 を示 す な ら， す べ ての

人 がそ の実 と行 な い とを見 て，私 た ちが神

の息子，・娘 であ り， 主 の教会 の会 員 で あ る

ことを知 る ように な るで し ょう。

ホームティーチ ャーへ の提案

強調点：ホームティーチングの時，以下の

点 を強調 す る とよい。

1.私 た ちは 自分 が何 者 で あるか を思 い起

こ し， それ にふ さわ しい生 き方 を しな

けれ ば な らない。 私 た ちは一 人一 人 そ

れ ぞれ に責任 を負 って いる。

2.福 音 の回復 ， また現代 の 予言 者 に与 え

られ た数 々の啓 示 を通 して， 私 た ちは

知識 を授 け られ， 自分 と家族 を救 い に

導 き， 神 の み も とへ帰 るた めの力 とな

る神 権 にあ ずか る恵 み を得 て いる。

3. 一 人一 人 が キ リス トに従 った生活 をす

る ことに よ り模範 を示 し， また実 際 に

福 音 の原 則 を宣 べ，教 え る こ とに よ っ

て，絶 えず伝 道 の業 に励 む必 要 が あ る。

4.マ ッケ イ大 管 長 は こ う語 った。「神 のみ

こ ころを隣人 に伝 え，人 々 に幸 せ を も

た ら し， 自分 もそ の中 に生 きるひ と り

と して世 の 中 を良 くしてい か な ければ

な りませ ん。」

話 し合 い の た め の 提 案

1. 、自分 が何 者 で あ るか を心 に留 め， それ

にふ さわ しい生活 をす る とい う点 につ

い て， 自分 の経験 や感 じて い る こ とを

話 す 。

2。

3.

このメ ッセ ー ジの 中 に，家 族 で読 ん だ

り話 し合 っな りす るの に よい 聖句 や言

葉 はな いだ ろ うか。

話 し合 い を よ り充実 した もの とす るた

め に， 訪問 す る前 に家 長 と話 し合 って

お く とよい。定 員会 指 導者 や 監督 か ら

家長 にあ て られた メ ッセ ー ジは ない だ

ろ うか 。
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・完 全 な
・指 導 者

スペンサー ・W・キンボール大管長

主
イエ ス ・キ リス トの並 は ずれ た指 導

力 は， とて もわず か な紙 面 の 中で語

り尽 くせ る もの では あ りませ んが ，主 が完

全 な形 で 示 して下 さった， 指 導者 と して の

資質 や方 法論 に焦 点 を当て て考 えて みた い

と思 い ます。 それ らは， もし私 たち が指 導

者 として何 らか の有意 義 な成果 を得 るた め

には，非 常 に重要 な もの で す。

不変の原則

イエスは自分が何者でありうなぜこの地

上に来たのかを理解していました。ですか

ら， その道 は疑 いや弱 さで はな く， 力 へ通

じ る道 だ った ので す。

イ エス は確 固 とした原則 と真 理 に基 づい

て行 動 し， その場 しの ぎに規則 を考 えてい

くよ うな こ とは しませ ん で した。 つ ま り，

その指 導 法 は理 にか な って いた だけ でな く，

一 貫性 を持 った もの だ ったの です
。現代 の

この世 の 指導 者 の多 くはカ メ レオ ンの よう

です。 彼 らは周 囲の状 況 に応 じて 自分 の色

を変 え， 言葉 を変 え ます 。 それ は， どの道

を進 んで よいの か迷 って い る仲 間や付 き従

って来 る人 々 を混 乱 させ るだ けです。 原則
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を無 視 して も権力 に執 着 す る よ うにな る と，

最後 は 自分 の権力 を守 るた め には何 で もす

る とい う結果 にな る場 合 が よ くあ ります。

イエ ス は幾 度か ， 「私 につ いて きな さい」

と言 い ま した 。 イエ スが私 た ち に 「私 が 言

う ことを しな さい」で は な く， 「私 が す る こ

とを しな さい」 と教 えた ので す。 イ エス は

自分 が仕 えるべ き人 々 と共 に歩 き，行 動 し

ま した。 イエ ス は雲 の上 の指 導者 で はあ り

ませ ん。親 し く交 わ る こ とを恐 れ ませ ん で

した 。付 き従 う人 々が そ れ に よって失 望 す 『

るので はない か とい う よ うな心 配 は して い

なか った ので す。優 れ た指 導力 を持 って い

て も， 自分が指 導 すべ き人 と親 し く接 し，

彼 らに仕 え るので な けれ ば，指 導者 として

人 を向上 させ る こ とはで き ませ ん。

イエス は高徳 な生 活 を し， それ に よ って

自分 自身 の内 に力 を保 っ てい ました。 あ る

人 が群 衆 の中 にい た イエ スの衣 に触 れ た時 ，

イエ スの 内か ら力が 出 て いっ た と書 か れ で

い ます。(マ ル コ5：24-34参 照)

他 の 人 を 理 解 す る

イ エス は人 の声 に よ く耳 を傾 け る指導 者

で した。 イエ スは他 の人 に対 して完 全 な愛

を持ち， 人 の話 を聞 く時 に恩 着 せが ま し く

もったいぶ った 態度 を とるよ うな ことは し

ませ んで した。偉 大 な指 導者 は人 の 声だ け

でな く， 自分 の 良心 と神 の さ さや きに も耳

を傾 ける もので す。

イエ ス は忍 耐 強 く人 々 に訴 え続 けた，・愛

の深 い指 導者 で した。 ペ テ ロが剣 を抜 い て

大祭 司 の僕 に切 りか か り， その右 の耳 を切

り落 と した時 ， イエ ス は 「剣 をさや に納 め

なさい」(ヨ ハ ネ18：11)と 言 い ま した。 そ
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して怒 る こ ともな く，静 か に その僕 の耳 を
ひや

癒 したの です 。(ル カ22：51参 照)ペ テ ロヘ

の 叱責 は穏 や が なが らも断固 とした もの で

した。

イ エス は弟 子た ち を愛 して い たの で，彼

らに対 して率直 な態度 で接 す る ことがで き

ま した。何 度 かペ テ ロ を叱責 した の も，彼

を愛 して いた か らで す。 そ してペ テ ロ も ま

た偉 木 な人 物 で， そ の叱責 の 言葉 を肥 料 と

して成長 す る力 を持 って い ま した。箴 言 の

中 に，私 た ち が心 に留 め てお くべ き，次 の よ

うな素 晴 らしい聖句 が あ ります。「た め にな

る戒 め を聞 く耳 を もつ者 は，知 恵 あ る者 の

中 に とど まる。

教 訓 を捨 て る者 はお のれ の命 を軽 ん じ，

戒 め を重 ん じる者 は 悟 り を得 る。」(箴 言

15：31-32)

指 導 す る立 場 に あれ， 指 導 を受 け る立 場

に あれ， 「た めに なる戒 め」に耳 を貸 す こ と

ので きる人 は賢 い人 です 。ペ テ ロに それが

で きた の は， イエ スが 自分 を愛 してい る こ

とを知 って いた か らで す。 そ して イエ ス も

また ，王 国 の 中の極 め て大切 な責任 にペ テ

ロ を備 え させ る こ とがで きたの です 。

イエ ス は確 か に罪 を悪 と見 て い ま したが，

同時 に， 罪 は それ を犯 した人 の心 の奥 深 く

に あ る， 満 た され ない欲 求か ら生 ず る もの

だ と考 え る度 量 も備 えて い ま した。 です か

ら罪 を責 め て も， 罪人 を非 難 す る こ.とはあ

りませ ん で した。

た とえあ る人 の間違 い を正 す よ うに求 め

られ た場合 で も， 愛 を示 す こ と もで きます。

私 た ち は人 の生 活 の奥 深 くにあ る もの を見

極 め る力 を備 え， そ の過 ちや 欠点 の根本 的

な原 因 が理 解 で き るよ うにな らな ければ な



り ませ ん 。

私 心 の な い 指 導

救 い 主 の指 導 には ま った く私 心 が あ りま

せ んで した。 自分 と自分 の必要 とは二 の次

に し， 責任 と して求 め られ る以 上 の こ とを

し， 精 力的 に， また愛 と力 を もって人 々 に

奉 仕 した ので す。非 常 に多 くの人 が 自分 の

望 み をか な え るた め に， 自 らの人 生 に対 し

て も他 の人 々 に対 して も過 大 な要求 を して

い ますが ，現代 の 世 の中 の問題 は， ほ とん

どそ うい った利 己心 と自己本位 な ものの考

え方 に根差 して い ます。

イ エ スは人 々 を指導 す る に当 た って， 人

を 自分の 意 の まま に操 作 す るの で はな く，

相 手 の立 場 に なって理 解 す る こ との大 切 さ

を特 に強 調 しま した。 人 を巧 妙 に扱 お うと

す る，小 手先 だ け の指導 が持 つ 問題 の ひ と

つ は， それ が人 を愛 す る気持 ちで はな く，

人 手 が必 要 だか ら とい う発想 に基 づ い てい

る点 にあ ります 。 この ような指 導者 は他 の

人 の必 要で は な く， 自分 自身 の都 合 だ け を

考 えて い るの です。

イエ ス は様 々 な 問題 や人 間 を大 局 的 な観

点 か ら とら えてい ました。 そ して， 自分 が

語 った 言葉 が ，そ の場 で直接 聞 い てい た人

人 だ けで な く，2000年 後 に本 で読 む人 々 に

対 して も どの よ うな効 果や 影響 を及 ぼす か

を，客 観 的 に細 か い点 まで計算 して いた の

です。 この世 の指 導者 の多 くは， 当面 の苦

労 を回避 しよ う として，問 題 の解 決 を急 ぎ

ますが ，後 にな って それが さ らに大 きな問

題 や苦 労 とな って き ます。
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責 任

イ エ スは どの ように して弟 子た ち を成 長

させ てい った ら よい か を よ く理解 し，彼 ら

の進歩 の た め に， 大切 で有意 義 な責任 を与

え ま した。 イエ ス は また弟子 た ち を信頼 し，

彼 らが成 長 で きる よ うに， 自分 に託 され て

いた責 任 を委 任 しま した。 これ こそ イエ ス

の指 導が 私 た ちに与 えて くれ る最 高 の教 訓

の ひ とつで す。人 間 の ことは深 く考 えず，

とにか く仕事 だけ を早 く確実 に仕 上 げ よう

とい う考 えな ら， 確 か に仕事 その もの はう

ま くい くか も知 れ ませ ん。 しが し， 自分 に

付 いて来 る人 々 の進歩 や 成長 はあ りませ ん。

そ れ こそ最 も重 要 な点 なの です。 イエ スは，

この世 の生涯 には 目的 が あ り，人 が この地

上 に置 かれ て い るの は与 え られ た責任 を果

た し，成 長 す るた めだ とい うこ とを知 って

い ます。 だ か ら進 歩 成長 が 人生 の大 きな目

標 のひ とつ とな り，財産 とな るの です。私

た ち は人 の 過 ち を見 て も，優 し く有 益 な方

法 で， それ を正 す た めの フ ィー ドバ ックを

す る こ とが で きるので す。

イエ ス は， 自分 が導 く人 々 にチ ャレ ンジ

す る ことを恐 れ ませ んで した。 イ エ スはペ

テ ロた ちに網 を捨 て て付 いて来 る ように求

め る勇 気 を持 って い ま した。，それ も， 漁の

季 節が 終 わ った後 で とか， もう1度 網 を打

って か らとい うので は あ りませ ん。 き ょう，

今 ，付 いて来 な さ い とい うの です 。 イエ ス

は人々 に， 自分が 彼 ら と彼 らが持 つ可 能性

を信頼 して い る こ とを知 らせ ま した。 だか

らこそ， 新 たな 分野 で成 功 を収 め よ う と努

力 す る彼 らに，惜 しみ な く援 助 を与 えた の

で す。 イエ ス は弟 子 た ち を信 じて い ました。

弟 子 た ちの今 あ る姿 だ けで な く， 彼 らの将
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来 への可 能性 を も信 じてい たの です。 私 た

ち は理 にかな った 実際 的 なチ ャ レ ンジ をす

るこ とによ って，人 の成 長 を助 け， 愛 を示

す こ とが で き ます。

イエ スは人 々の受 け入れ る能 力 に応 じて，

真理 を教 え，責 任 を与 えま した。 力以 上 の

ものを与 えて途 方 に暮 れ させ る よ うな こ と

をせ ず，彼 らの人格 を成長 させ る に十 分 な

チ ャ レン ジを与 えた ので す。 イエ ス は人 間

の本 質 と，一表 面的 な変 化 で はな く永続 的 な

変化 を もた らす根 本的 な原 則 に心 を寄 せ て

いま した。

責 任 を 持 つ

イエ スは私 た ち に， 人 は その行 ないだ け

でな く， 心 の中 の思 い に も責 任 を持 た な け

ればな らな い と教 え ま した。 もち ろん，確

固 とした原則 が な けれ ば，責 任 を執 る とい

うこ ともあ り得 ませ ん。優 れた指 導者 な ら，

自分 は管理下 にあ る人 々 に対 してだ けでな

く，神 に対 して も責任 が あ る こ とを心 に留

め るはずで す。 指導 者 として 自分 自身 に責

任 あ る態度 を執 るな らば，他 の人 に対 して

も，・さ らに強 くそ れぞ れの行 動 ，働 きに責

任 を持 つ よ う訴 える こ とが で き ます。

賢 明 な 時 間 管 理

イエ スは また， 賢明 に時 間 を用 い る こ と

が いか に大 切 か を私た ち に教 え ま した 。 こ

れ は一刻 も休 まず 始終働 いて いな けれ ばな

らない とい う意 味 で はあ りませ ん。 人 間 に

は深 く物事 を考 えた り，気 持 ち を一新 させ

るため の時間 も必 要で す。 時 間 を無駄 に過

ご して はな らな い とい う こ とです 。私 た ち

が時 間 を用 いて対 処 しな けれ ば な らない事
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柄 は実 に多 くあ ります 。 しか し，我 を忘 れ

るほ どに動 き回 った り，騒 い だ りしな くて

も， 上手 な時 問管 理 はで き るはず です。

世 間 一 般 の 指 導 者

私 な ちが ，優 れ た指 導者 と して心 か らの

愛 と賛辞 と敬意 の念 を捧 げ る人 々 は， 多 く

の 点で ， イエ スが この地 上 で の生活 と指導

の 中で 示 した 資質 を備 えてい ます 。私 た ち

が彼 らを尊 敬 す る理 由は そ こに あ ります。

逆 に言 う と，歴 史上 の人 物 で民 を悲 惨 な

状 況 に追 いや った 指導 者 た ちは， このガ リ

ラヤ人 が示 した資 質 を ほ とん ど持 ってい な

か った とい う点 に， その悲 劇性 が あ るの で

す。私 た ちが 皆完 全 な指 導者 に な る とい う

ことは ない で し ょう。 しか し，偉 大 な理想

像 を目指 して一生 懸命 努 力す る ことは， だ

れ に もで きるは ずで す。

可 能 性

ガ リラヤ人 ，主 イエ ス ・キ リス トの教 え

の 中で最 も大 切 な のは， 私 た ちに は素晴 ら

しい可 能性 が あ る とい う教 えで す。 イ エス

は私 た ち に， 天 の御 父が 完全 な よう に完 全

な者 にな りな さい と言 い ま した が， これ は
あざけ

私 たち を嘲 って い るの で も，か らか ってい

るので もあ りませ ん。 イエ ス は私 た ちの可

能 性 ，潜 在 的 な能力 につい て力 強 い真理 を

語 った ので す。 それ は心 の 中 に深 く思 い は

か る価値 を持つ 非常 に素晴 ら しい真 理 です 。

イ エ スが私 た ち を欺 くはず が あ りませ ん。

イ エ スは私 た ちが完 成 への 道 を さ らに前進

す る よ う， 招 き寄 せ よ う としてい るの です 。

私 た ちは まだ イエ スの よ うには完 全で はあ

りませ ん。 しか し，私 た ちが 自分 た ちの周



囲 の人 々 に努 力 し成長 して い る姿 を示 さな

けれ ば，彼 らは私 た ち を手本 とす る ことが

で きず ，逆 に私 た ち を教 え に対 して あ ま り

真剣 で な い者 として見 るよ うに なるで し ょ

う。

善 をな し，善 なる者 とな るた めの機 会 は，

今私 た ちが 気が 付 い てい る以上 に数多 くあ

ります 。 その機 会 は私 た ちの周 囲 の至 る所

にあ ります 。今 の 時点 で どの範 囲 まで実質

的 な影響 力 を及 ぼせ るか は ともか く， た と

えわず か で も歩 み を進 めてい くな らば， そ

の範 囲 をさ らに広 げ る こ とが で きる で し ょ

う。私 た ちが さ らに多 くの善 を行 な お う と

望 む な ら， 良 い影 響力 を受 け， 愛 された い

と願 って い る人 が た くさん いる ことに気 が

付 くはず です。

私 た ちは駐車 場 ， オ フ ィス・ エ レベ ー タ

ーな ど様 々 な所 で 人 に会 い ますが
， その人

たち は皆， 神 が私 た ち に愛 し， 仕 える よ う

に と望 んで い る人 々 なの です。 もし私 た ち

の周 囲 にい る人 を兄弟 姉妹 としてみ る こ と

が で きない とした ら， 人類 は皆 兄 弟 で ある

な ど と言 って も， 何 の益 に もな りませ ん。

もし私 たちが 示 して い る人 間愛 の模範 が 貧

弱 な もので あ るな ら， イエ スが話 して くれ

たひ とつの た とえ話 を思 い起 こす必 要が あ

ります。 そ の中 でイ エ スは，偉 大 さ とは物
はかり

差 しや秤 で測 れ る もの では な く， それ ぞれ

の人生 の質 の問題 で あ る こ とを気 付 かせ て

くれ ました。 も し自分 の才能 や 身の 周 りに

あ る数 々の機 会 を よ く生 か すな ら， そ れ は

必 ず神 の 目に留 まるは ずで す。 そ して ， そ

の よ うな人 々 には さ らに多 くの ものが与 え

られ る ことで し ょう。

聖典 に は， イエ ス ほ どで は ない まで も非
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常 に大 きな感 化 力 を持 った指 導者 た ちの素

晴 ら しい事例 が た くさん載 って い ます。何

度 も繰 り返 して読 むな ら， 非常 に有益 な も

の を学 ぶ こ とが で きるで し ょう。私 た ちは，

人 を指 導す る とい う点 につ い て何千 年 に も

わ た って積 み重 ね られ て きた知 恵 と， それ

よ りも さら に重 要 な，正 しい指 導 をす るた

め の基 とな る確 か な原則 を聖典 が提供 して

くれて い る こ とを忘 れ て はい ない で し ょう

か。 聖典 は向上 心 を持 った指導 者 のた めの

教 え を載せ た参 考 書で す。

完 全 な 指 導 者

大 きな成 功 を得た い と思 うな ら， イエス

を手本 とすべ きで す。 内的 な成 熟 ，意志 力，

勇気 な ど， 人 を高 め る完全 で素 晴 らしい資

質 をす べ て この ひ と りの人 物 の 中に見 る こ

とがで き ます。

これ まで様 々 な こ とを話 して き ましたが，

私 が イエ ス ・キ リス トにつ いて語 る ことの

で きる最 も重 要 な こ とは， イエ ス ・キ リス

トは その教 え を身 を もって示 した とい う点

で す。 聖典 の中 で求 め られ てい るすべ ての

徳 や特 質 を， 実際 の行 ない で見せ て くれた

ので す。 そ の こ とが理 解 で きる ようにな る

な ら， 私 た ち は人 間 と この世 界 の本質 も理

解 で きるの です。。もしその真 理 と事実 を受

け入 れ ない な ら，幸 せ に満 ちた奉 仕 の生活

を送 るため の よ り所 とな る，確 か な原 則や

素 晴 らしい 真理 を得 る こ とはで きませ ん。

別 な 言 い 方 を す る と， 完 全 な指 導 者 イ エ

ス ・キ リス トの 実在 を認 め， キ リス トを光

として進 む べ き道 を照 らす ので な けれ ば，

優 れ た 指導 者 となる の は極 め て困難 な こと

な ので す。
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より良い父親と

なるために
教会社会福祉部編

父親 の影響 力 の必要 性

一 っ の世 で最 も必要 な もの を挙 げな さい

4』ゆ と聞 かれ た ら， 私 は何 の た め らい も

な く，賢 い母 親 と… …模範 的 な父 親 と答 え

るで し ょう。」(デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大

管長)

親 として の務 め は，私 た ち に与 え られ る

責任 の 中で ，最 も大 きな影響 力 を持 つ もの

で す。母 親 の役 割 に っ い て 強 調 され る こ

とが よ くあ ります。 確 か に母 親 は家庭 の幸

福 に大 切 な存 在 で す。 しか し正 しい父親 が

与 える感化 力 も同様 に重要 な もので す。専

門 家 の研 究 に よる と， 父親 対 子供 ，父 親対

母親 の個人 的 な関 係 は，子 供 の知 力， 情緒 ，

社 会性 の成 長 ， また男 ら しさ，女 ら しさ，

さ らに は将 来 そ れ ぞれが結 婚 生活 を営 んで

い く能 力 に まで影 響 を及 ぼ す とい う こ とで

す。 スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長 は

こう言 って い ます。「今 の世 に あ って も永 遠

に わた って も， 最 も大切 な地 位 は父 親 とし

て の地 位 で あ る。」(メ ルケ ゼ デ ク神 権定 員

会 用個 人 学 習 ガイ ド1980-81「 わ が僕 らを

受 けい る る者 はわ れ を受 くれ ば な り」p.

232)

子供のことを優先させる
しぎよう

「見 よ
， 子供 た ち は神 か ら賜 わ った 嗣 業

で あ り， 胎 の実 は報 い の

賜物 で あ る。 壮 年 の時 の

子供 は勇士 の手 にあ る矢

の ようだ。 矢 の満 ち た矢

筒 を持 つ人 はさい わ いで

あ る。」(詩 篇127：3-

5)・

お気 に入 りの ネ クタ イ

を犬 にか ませ て しま う小

さな子 供 や， 真夜 中 の2

時 頃帰 って来 て，「時 間 た

つの を忘 れ てた」 としか



紀律裡裡律律律包繕包包紀律
言 わ な いハ イ テ ィー ンの息子 を持 つ親 にす

れ ば， 祝福 とばか りは言 い きれ な い と感 じ

る日寺もあるで し ょう。

子供 た ち は大 きな祝 福 で あ る と同時 に，

大 変 なチ ャレ ンジで もあ ります。 父親 とし

て の私 た ちの 責任 は非 常 に大 きな もので す。

(マ タ イ18：10;マ ル コ9：371エ ペ ソ

6：4;教 義 と聖 約68：25-28;モ ーサ ヤ

4：14参 照)他 の すべ て の重 要 な責任 につ

い て も言 え る ように， 子供 との関係 にお い

て も成功 を収 め るた め には，子 供 の こ とを

優 先 させ な けれ ばな りませ ん。

リチ ャー ド ・L・ エ バ ンズ長 老 が次 の よ

うに言 っ てい ます。「す べ ての こ とに は，優

先 順 位 とい う ものが あ ります。 子供 が真 剣

に何 か を聞 い て きた時， それ に答 えて あ げ

る とい うの は，私 たち に最 も強 く求 め られ

て い る事 柄 の ひ とつで す。子 供 は いつ も親

に質 問 し，親 の言 う こ とを聞 き， 親 の話 に

耳 を傾 けて くる とは限 らな い とい う こ とを

忘 れ な い よ うに しま し ょう。 しか し，心 か

ら関心 を もって子 供 の話 に耳 を傾 ける な ら

ば， お そ ら くそ の後 も続 けて ，親 の所 へ 来

て，尋 ね るよ うにな るで し ょう。 も し小 さ

な こ とに関 して親 は信頼 で き る と思 うよ う

にな れば， もっ と重要 な こ とにつ い て も，

親 を信 じ頼 って くるよ うにな るで し ょう。」

(Th65♪oh6箆 倣)年4KSLBroadcast，31

Jan。1970)

時 間

「父親 の皆 さん
， 子供 た ち のそ ば にい て ・

下 さい。 … … これ は，父 親 の最 も大 切 な財

産 で あ る時 間 を与 える とい う こ とで す 。」

(A・ セ オ ド ア ・タ ト ル ，Conference

Report，October1973)生 活 背景 ，年齢 が

様 々 に異 な る2，000人 以 上 の子 供 を対 象 に

した あ る調査 で， 次 の よ うな質問 が な され

ま した。「あ なた に とって，素 晴 らしいお父

さん とは， どん なお 父 さん ですか 。」これ に

対 す る子供 た ちの声 を要 約す る とこうな り

ます。「ぽ くの た め に時間 を とって くれ るお

父 さん。」実際 皆 さん が子供 た ち と過 ご して

い る時 間 を合計 して みて下 さい。 自分 で考

えて いた よ り少 なか った ので は ないで し ょ

うか。 生後3カ 月 の乳 児 を持 つ父親 を対象

に したあ る調査 に よる と， 父親 た ちが乳児

た ち に接 す る時 間 は，1日 わ ずか38秒 とい

う数 字 が 出て い ます。子 供 と過 ごす 時間 を

十分 に取 らな い と， 父親 として及 ぼ す こ と

ので きる大切 な良 い影響 力 を与 えな い こ と

に な るばか りか ，場 合 に よって は子 供 の心

に傷 を残 す こ とに もな ります 。親 にか ま っ

て も らえず， 無視 され続 けた子 供が ， 自分

聖徒 の道/1983年8月 号 17
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を価値 のな ヤ}人間葺 と考 える よ うにな るの

は実証済 み の事実 です。 子供 た ち と過 ごす

時間 を取 って下 さい。・子 供 た ちが その時 間

を通 して， 自分 自身， また人 生 ，他 の人 々

(父親 を含 めた 〉 に対 して肯 定 的 な気 持 ち

が持 て るよ うに助 け る こ とこそ， よ り良い

父親 とな るた めの犬切 な第一 歩 な ので す。

一 緒 に いな いの と同 じで す。 寝 る前 に本 を

読 んでや りなが ら， テ レ ビの野球 中継 に気

を取 られ て い る ような ことは ないで し ょう

か。宿 題 を手 伝 い なが ら， 自動車 の修 理 の

こ とを頭 にち らつかせ た りは して いな いで

し ょうか。 それ で は，体 は そ こに あ って も，

心 は別 の所へ 飛 んで い る こ とにな ります。

き

臨

ド

ド

1

時問 に関 す る様 々な問 題

「体 の大 きさ はど うで あれ
， あ なた が子

供 た ち を腕 に抱 い て， その子 を愛 して お り，

永遠 に一緒 にい られ るのが うれ しい と話 し

か けたの は，最 近 で はいつ の ことだ っ・た ろ

うか。」(ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボール 『家

族 に流 れ る海 流 』 「聖 徒 の 道 」1975年7月

号，p.292)

時 間 は とて も大切 な もので あ り， また 多

くの問題 の原 因が 父親 と子 供 の関 係 に あ り

ます。 皆 さ んが今 父親 と して 抱 えて い る問

題 で，次 に挙 げ る事柄 の 中 に含 まれ る もの

はない で し ょうか 。

時問 が足 リな い

自分 に はあ ま り時 間が な い と考 えて い る

人 もい る よ うで す。 いつ も教 会 の責任 や社

会 的 な責任 で忙 し く，家庭 はそ の問 に あ る

ただの停 車駅 とい う よ うな ことは ない で し

ょうか。子供 とのわ ずか な会 話 を，「忙 しい

んだか ら，邪 魔 しない で くれ」 とい う言 葉

でい つ も終 わ らせ ては いな いで し ょうか。

他 の事柄 に気 を取 られ る

子供 と一緒 の 時 間 を取 ってい る とい って

も，他 の ことを考 えた り， してい るの で は

フラ ス トレー シ ョン

子供 と一緒 に過 ごしなが ら， それ を重 荷

に感 じた こ とはな いで し ょうか 。 また ，子

供 を連 れて 動物 園 へ行 った 時 に，来 な けれ

ば よか った な ど と感 じた こ とはな いで し ょ

うか。 子供 と一 緒 にい なが ら， ほか に もっ

とや りたい こ とが あ るの に， 時 間が もった

いな いな ど と考 えた こ とはな いで し ょうか 。

父親 と して の義務 に フラス トレー シ ョンを

感 じ， 自分 が父 親 で あ る ことさ え もう らめ

し く思 って い る人 が い ます 。

子 供 の相 手 をす る余裕 が な い ほ ど忙 し く

な った り， よその こ とに気 を取 られ， い ら

い らした りす る こ とが 時々 あ ります。 それ

は多 くの父 親 が経験 す る ことです。 危 険 な

の は， こ うい った 問題 が頻 繁 に， また子供

の 心 を傷 つ ける よ うな形 とな って表 わ れ る

ことです。

子供 と一緒 に過 ごす時 間 を取 る

「子 供 は私 た ちの最 も大 切 な財 産 です。

そ して子供 たち は私 た ちの時 間 を必要 とし

てい ます。」(N・ エ ル ドン ・タ ナー)

皆 さんは こうい った時 間的 な 問題 を防 ぐ

た めに どの よ うに して いるで し ょうか。子

供 に及 ぽす父 親 の影響 の重 大 さに気付 き，
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親子が一緒に活動するのは，子供たちにとって非

常に有意義なことです。それが子供たちの望みの 『

活動である場合はなおさらです◎……大切なのは，
……(父 親が)そ の場にいるということです。

優先順位を子供に置 くと決心した人に，以

下の3つ の段階を行なうよう提案します。

関 心 を払 う

話 をす る時 は 目 と目を合 わせ て， 子供 に

対 す る関 心 を示 して下 さい。関 心 を示 す と

は， 新聞 や テ レ ビにで は な く， 子供 に 目を

向 け る こ とで あ り， 耳 に入 る言 葉 を聞 くだ

けでな く，相 手 の心 を理 解 しよ う と努力 す

る こ とです。 それ は また，話 し合 って い る

こ とについ て相 手 の考 え を聞 くこ とで あ り，

うる さが らず に心か らの興 味 を示す こ とで

もあ ります。 話 す言 葉 その もの も大切 で す

が， そ の時 の顔 の表情 ， 声 の調子 な ど も劣

らず 大切 で す。 関心 を向 けてい るこ とを体

で表 現 して下 さい。

体 験 を話 す

子供 と， お互 いの 考 え，知 ってい る こ と，

関心 や興 味，希 望 ，好 きな こ と，嫌 い な こ と

な どにつ い て話 し合 う時 ， あな たの 実際 の

経験 を話 してあ げて下 さい。 小 さな子供 た

ち に， 初 め て飛行 機 に乗 った時 の こ とを話

して みて は ど うで し ょうか。 年上 の子 供 に，

最近 読 ん だ良 い本 につい て話 す こ ともで き

るで しょ う。人 生 の 中で経 験 して きた様 々

な出来 事 を話 してあ げて下 さい。 確 か に 自

分 の 内 に とどめ てお くべ き個人 的な事 柄 も

あ りますが ， 多 くの人 が もっ と子供 と打 ち

解 け る こ とが で きる よ うにな る はず です。

子 供 と一 緒 に何 か をす る

子 供 に は・家 族 で何 かの活 動 や， その家

の習 慣 に なっ てい る こ とをす る¢)も必要 で

す。 何 か特 に計 画 した活 動(キ ャンプ，美

術 館 や 図書館 に行 くこ とな ど)や ， 日常 的

な こと(散 歩 ， 畑仕 事， 買物)を 一緒 にす

るの も， 子供 との触 れ合 い を持 つ大切 な方

法 で す。

親子 が 一緒 に活 動 す るの は，子 供 た ちに

とって非 常 に有 意義 な こ とです 。 それが子

供 た ちの 望 みの活 動 で あ る場 合 は なお さ ら

です。 しか し，何 をす るか は二次 的 な問題

です。 大切 なの は， 父親 が子 供 に心 を向 け

てお り， しか もその場 にい る とい う ことで

す。 そ して もうひ とつ忘 れ て はな らない こ

とが あ ります。 父親 が そば にい るの は，男

の子 だ けで な く， 女 の子 に とって も大 切 な

こ となの で す。

「後 で」と言 わず に，今

「今 す ぐそれ を決 意 しな けれ ばな らない

の には理 由が あ る。 時が た ち， 日が過 ぎ，

月が め ぐるう ちに，決 意 は だん だん鈍 るか

らで あ る。」(二 一ル ・A。 マ ックス ウェル

『なぜ 引 き延 ば すの か』 「聖徒 の道 」1975年

4月 号 ，p.184)

父親 が子 供 に対 して， 「後 で」と言 う場 合
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が よ くあ ります 。「後 で手 伝 っ てあ げ る。今

は忙 しいか ら。」 「今 は邪 魔 しない で，後 で

ね」 な ど とい う言葉 をよ く聞 き ます。 父親

に求 め られ て い るの は， 「後 で 」を今 に変 え

るこ とです 。今 す ぐ， この 貴重 な時 間 を用

いて， 子供 た ちが必 要 として い る事 柄 に前

向 きに応 えて い くように し ま し ょう。 子供

はどん どん大 き くな って い き ます が， 幾 ら

年 を とって も， 父親 と過 ごす時 間 が必 要 で

な くな る ことは あ りませ ん。

次 の週 の スケ ジ ュール を確認 し，子 供 た

ち一人 一人 と過 ごす時 間 を とる よ うに して

下 さい。1週 間 に1度 ， お休 み を言 う前 の

15分 だ けで もよいで しょ う。 最後 に載 せ た

時問 表 を用 いて もか まい ませ ん。 す で に約

束が してあ って， 絶対 に変 更 で きない時 間

帯 を線で 区切 ります。 子供 に も各 自の予 定

を聞い て， 同 じ ように し ます。 それ か ら，

双方 が都 合 のつ く時 間内 で， スケ ジ ュール

を組 み ます。 子供 が本 当 に必 要 として い る

のは あなた で あ るこ とを忘 れ ないで 下 さい 。

「主 イエ ス ・キ リス トが御 自身 の教 会 を

見捨 て た とい う よ うな記 録 が聖 典 の どこに

あ るで し ょうか 。主 が御 自身 の民， 隣 人，

友， 同 じ業 に働 く人 々 に不 実 で あっ た とい

うよ うな記録 を聖典 の 中 に見 つ ける ことが

で きるで し ょ うか。 主 は信 義 を守 る御 方 で

はなか っ たで し ょうか 。誠 実 な御 方 で はな

か った で しょ うか。 善 き もの， 価値 あ る も

の で， 主が 私 た ちに与 えて下 さ らな か った

ものが 何 か あるで し ょうか。 … …

夫 が そ の よ うに して，喜 んで家族 に接 す

るな ら，妻 子 もそれ と同 じよ うに， その愛

と模 範 の精 神 に満 ち た指 導 に応 え る ように

な るで し ょう。 妻 だ けで は あ りませ ん， 子

供 た ち も皆 そ うな るので す。 自然 にそ うな

ります。 あ なた か らそれ を求 め る必 要 はな

いで し ょう。 … …」(ス ペ ンサー ・W・ キ ン

ボール，"MenofExample，"unpublished

addresstoreligiousedu¢ators，Church

EducationalSystem，12Sept，1978，pp.

4-5)

」1』噸

日 月 火 水 木 金 土

6 00

7 00

8 00

9 OO

Io 00

lI OO

12 OO

13 00

14 00

15 OO

16 00

17 OO

18 00

19 OO

20 OO

21 00

時間表

20



生0立3を 語る
ジム ・ア カーマ ン

ピ
ー ター ソン兄弟 は多 くの人 の 目か ら

見 れ ば，成 功 した部 類 に入 る人 で し

た。 しか し貧 しか った その幼年 時 代，8人

兄 弟 と病 弱の 父親 の こ と， また父 親 の闘病

時 代 に ほかの 子供 が持 ってい る物 を， う ら

め し気 に見 る しかな か った時 の惨 め な気持

ち，劣 等感 が 原 因で福 音 の幾 つ かの原則 に

不 従順 にな った時 の思 い 出な どを語 る と，

定 員会 の会 員 は皆 ，心 を奪 わ れ た よ うに聞

き入 りま した。 彼 には結婚 を考 えて いた女

性 が いて ，彼 女 か ら悪 い行 な い をや めて伝

道 に出 る ように言 わ れた とい うこ とで した。

それ か ら，伝道 に出 て行 く時 の歓送 会 に話

が及 んで ，彼 は こう話 し ました。

「私 は何 を話 して いい のか 分か らず
， 丸

1週 間思 い悩 み ま した。 それ で最後 に ブル

ーム フ ィール ド兄 弟 を尋 ね ま した。『ブル ー

ム フ ィー ル ド兄 弟 ， あ と2時 間 も しない 内[

に皆 の前 で話 をしな くちゃな らない んだ け

ど，何 て 言 った らい いの か， さっぱ り分 ら

ない んだ』 と言 う と， 彼 は何 を話 した ら よ

いか を教 えて くれ ま した。 それ を書 き留 め

た後 で，私 は こう言わ れ ました。『そ して 最

後 に， 私 はペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネ が ジ ョ

セ フ ・ス ミスに メル ケゼ デ ク神 権 を回復 し

た こ とを知 って い ます と言 えば し、い んだ。』

ところが私 はそ れ まで，ペ テ ロ， ヤ コブ，

ヨハ ネな る人 々が どんな人 だ ったのか全 然

知 らなか った の で， 『そ れ， どん な人 たち』

と聞 か ざる を得 ませ んで した。 それか ら1

週 間以 内 に伝道 に出 よう とい う時 にで す。」

神 権会 の時 ，各 会員 にそれ ぞれ の生 い立

ちを話 して も らう時 間 を設 けて は どうか と

い う提 案 は監督 か ら与 え られ た もので した。

監督 は ワー ド部 の各 メル ケゼ デ ク神 権 グル

ー プ の指 導者 に
， 定員 会会 員 同士 のつ なが

りが 強 まるだ けで な く，ワー ド部 の会 員た ち

に個 人 の歴 史 を書 くように勧 め る上 で も効

果 的 だ と提 案 したの です。

七 十 人会 長 カ ウア ト兄弟 は監 督 の提案 に

従 って， 月 に1度 の特 別 集会 で それ を実 行

す る ことに決 め ました。 カ ウア ト兄 弟 が そ

う決 めた の は，常任 の教 師 に レッス ン準 備

の緊張 か ら解 きほ ぐされ た時 間 を与 えるの

と，定 員会 の ビジネ ス に関す る事柄 を細 か

い点 まで話 し合 う時 間 を とるた めで した。

もち ろん神 権 会 の霊性 を失わ な い よ うにす

る こ とも忘 れ て はい ませ んで した。

これ に よって神 権会 の 時間 が ふた つに分

け られ ま した 。前 の 方の 時間 で は， ホー ム
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テ ィーチ ング， 系 図，家 族 の備 えの6分 野

に関 す る勧 告， そ して七 十入 の クラ スで は

言 う まで もな く伝道 活動 とい う大切 な責 任

な ど，定具 会 の ビジネ スに 当 て られ ま した。

そ して， その後 の残 りの約20分 くらい の時

間 を皆 が楽 しみに して待 つ よ うに な ったの

です。 そ の時間 は全 部， それ ぞ れの 生 い立

ちや証 を話 す時 問 として，毎 回 ひ とりの会

員 に与 え る こ とに な ってい ます。

カ ウア ト会 長 は， この進 め方 が成功 す る

か どうか は， 定員 会 の各会 員 が その生 い 立

ちを語 る時問 にかか って い る と強 く確 信 し，

こう言 って い ます。「今 の とこ ろは う ま くい

ってい ます。 す っぽ か した りす る人 はい ま

せ ん し， 出身地 や 家族構 成 な んか を結構 話

してい ます よ。 時 問が20分 あ ります か ら，

有意 義 な体 験談 もお のず と出 て き ます。」

これ まで 自分 の生 い立 ち を話 して きた会

員 はほ とん ど， 初 めの 内 は少 しぎ こちな さ

を感 じて い ま した。 考 え てみれ ば， 他 の兄

弟た ち に有 意義 で役 に立 つ こ とを話 した い

とい う気持 ち と， 自慢話 にな って はい け な

い とい う気 持 ちがぶ つ か って葛藤 が起 き る

の は当た り前の こ とな ので す。 しか し この

心の葛藤 が解 決 され る と非常 に謙 遜 な話 が

必ず 出て来 るの です 。屈託 のな い体験 談 ，

証 を築 いた経 験 ，長年 にわ た って学 んで き

た教 えに対 す る考 えな どが混 然 と溶 け合 っ

て，ひ とつ の素晴 ら しい話 とな るの です。

深 刻 な経 済 的 問題 か ら立 ち直 った ばか り

のあ る兄弟 は，什 分 の一 の戒 めへ の従 順 を

通 して経験 した数 々 の奇跡 を話 して， 与 え

られた時 間の ほ とん どを使 い ました。

素 晴 ら しい改 宗談 を して くれ た兄 弟 もい

ます。 彼 は改宗 した後 ，福音 の中 で成長 す

るにつ れ， 多 くの霊 的 な経験 を し ました。

そ して そ の話 の舞台 は ドイツ か らユ タ まで

及 ぶ もので した。

幼 い時 に父親 を亡 くし，苦 労 して育 った

人 の体 験 談 もあ り ました。 その人 は困難 な

環 境 の 中で年 上 の兄 弟 た ちが 示 して くれ た

素晴 らしい模 範 につ い て霊感 あふれ る話 を

して くれ ま した。

どの人 の話 の 時 も，出 席者 た ち はその場

にみ た まの存在 を強 く感 じてい ます。 毎 月，

違 った兄弟 た ち が前 に出 て， 自分 自身 を今

日あ る姿 に築 き上 げ て きた様 々 な体 験 や生

活 背景 を話 して い ますが， 会員 たち はそ の

度 に， 愛 と理解 の精 神 の 中で さ らに親 しさ

を増 し加 えて い ます。

ピータ ー ソ ン兄弟 は素晴 ら しい伝 道 中の

体験 を話 しま した が，話 の最後 の あた りで ，

同僚 とふ た りで ひ と月 に10人 の人 にバ プ テ

ス マ を施 した時 の こ とを語 りま した。「その

こ とで伝 道 部 の ほかの宣 教 師た ちが 私 を見

る目が変 わ った よ うで した。 私 も自分 自身

を見 る目が変 わ りま した。 あの 時新 た に得

た 自信 は残 りの伝 道期 間 と， 帰還 してか ら

の20年 の歳 月の 中で様 々 な 困難 を切 り抜 け

させ て くれ ま した。」

そ して ピータ ー ソ ン兄弟 は，今 与 え られ

てい るチ ャレ ンジの幾 つ か につ いて話 し，

証 を もって話 を終 え ました。集 会 の後 で，

ピー ター ソン兄 弟 や 出席者 の 間 には， 心 の

通 っ た握手 と温 か い言 葉が 交 わ され ま した。

あ なた の定員 会 で も， この よ うな素 晴 ら

しい雰 囲気 を分 か ち合 う ことが で きます。

一人 一人 が 互 い に愛 し合 い
，敬 度 と理解 ，

そ して 変わ らぬ兄弟 愛 を築 い てい くの です 。
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う前 の話 で は あ りませ んが， ある時 ，

ユ タ州 プ ロボ にあ る宣教 師訓 練 セ ン

ター の私 の妻 の オ フ ィス に， ひ と りの若 い

宣教 師が 来 て，頼 み ごとを して き ま した。

その 宣教 師 は私 たち夫 婦 が彼 の両親 の友人

で あ る ことを知 って いて ， ク リステ ンセ ン

姉 妹 に， 父親 に電 話 して ，母親 の手術 が い

つ行 な われ るか 聞い て もらえな いだ ろうか

と言 って き ました。 彼 は こう言 い ま した。

「一 番下 の妹 の お産 の時
，母 は死 にか け る

ほ ど容態 が悪 くな りま した。 それ で私 た ち

は5歳 の妹 も含 め家 族全 員 で母 の た めに断

食 しま した。母 は良 くな った ので すが， 以

来 私 は手術 とい う こ とを考 える と， 不安 に

な って きて気持 ちが落 ち着 か な くな って し

まうの です。 今 度 の手術 の時 間 が分 かれ ば，

それ に合 わ せ て断食 したい と思 って るん で

す。」

ク リス テ ンセ ン姉 妹 が彼 の父 親 に電 話 を

か け ました。 そ して，彼 に直接 話 したい か

ど うか を尋 ね る と，彼 は それ をす るの は宣

教 師 の規則 に反 す る し， ホー ム シ ックにな

って しま うか も知 れ ない か ら と言 って断 わ

りま した 。電 話 口 に出た彼 の 父親 は， それ

が宣教 師 訓練 セ ンターか らの電 話 だ と知 ら

され ，開 ロー 番，「何 か息 子 に間違 いで もあ

りま したか」 と言 い ま した。

「い い え
， そん な こ とで はあ りませ ん。

息子 さんが お母 さんの た めに手術 の前 に断

食 を した いの で，是 非手 術 の 日取 りを聞 い
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個人に与えられた啓示で，特に注目すべき

ものの中には，個人的な聖典の学習に直接

関連して与えられたものが幾つかあります。

て欲 しい とお っ しゃ る もの です か ら。」

「ああ
， そ うです か。 そ れ は悪 い こ とを

し ました。 実 は手 術 は きの うだ った の です 。

5時 間 ほ どの手術 で した が，術 後 の経 過 は

す こぶ る良 くて ，私 た ち も とて も喜 ん でい

ます。」

その宣 教 師 は電 話 で何 が話 され てい るか

を理 解 す る と，顔 に喜 びの表情 を浮 かべ ま

した。

「父 に，愛 して る って伝 えて下 さい。 そ

れ と， ぼ くの キス を電 話 で送 りだい と言 っ

て下 さい。母 や家 族 み んな に も。」

妻 は受 話器 を置 い てか ら， 手術 の こ とを

詳 し く教 え ました。 す る とこの若 い長 老 は，

「何 て感 謝 して いい のか 分 か りませ ん
。 い

ずれ に して も，感 謝 の断食 を し ます 」 と言

ったの です。

妻 のバ ーバ ラは 日記 に こう書 きま した 。

「握 手 を交 わ して
，彼 が オ フ ィス を出て行

ってか ら，私 は椅 子 に座 っ て， すす り泣 い

た。」

数 々 の教 え，経験 ， 環境 な どが ，過 去19

年 の間 にひ とつ に溶 け合 っ て， この ような

優 し く，献 身的 で， かつ謙 遜 な，感 謝 す る

こ とを忘 れ ない子供 を作 り上 げ たの です。

これは私 た ちに とって非常 に参 考 に な る こ

とです。

彼 はその成 長過 程 にお い て， 断食 とは単

に腹 をす か すだ けの こ とで はな い と，， 自分

で学 んだ の です 。私 は， こ うい った霊 的 な

特 質 が， ほかの 才能 と結 び付 い て，彼 は宣

教 師 として大 さな成 功 を収 め るに違 い ない

と確 信 して い ます。彼 はす で に， 日々個 人

的 な霊 感 を受 ける こ とを当 た り前 と考 え る

ほ どに霊性 を高 めて いた の です。

わ た した ち夫婦 は今 ，教 会 の 召 しで， プ

ロ ボの宣教 師 訓練 セ ンター で働 いて い ます

が ， これ まで世 界 中 か ら来 る何千 人 もの 素

晴 ら しい人 々 に会 って き ました。 宣教 師 た

ちが 出て 来 た環境 は実 に様 々 で す。非 常 に

困難 な状況 にい た人 もい れ ば，霊 的 に恵 ま

れた状 態 に いた人 もい ます。 しっか りとし

た背景 を持 って い る人 もい ます。 多 くの 宣

教 師 はす で に強 い証 と高 い霊性 を得 てい ま

すが， これか らそ うな ろ う と努 力 してい る

宣教 師 もい ます。

成 功 す る には霊性 が 必 要 です。 霊性 な く

して成 功 は あ り得 ませ ん。 実 に単純 明 快 な

ので す。霊 性 とは， いつ いか な る時 もみ た

まの導 くままに，神 のみ ここ ろに添 った生

活 を しよ う とい う強 い望 みで あ り，完 全 に，

また喜 ん で その導 きに従 い， み た まの さ さ

や きを行動 に移 して い く力 で もあ るので す。

本 当 に霊 的 な状 態 とは，神 と共 に歩 いて い
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毎日の生活の中で，より多くの霊感を
ふ し ど ●

得たいと望 む な ら，「早 く臥床 に入 り

て疲れ を休 め」なけれ ぱな りません。

る状 態 を言 い ます。 また， それ は， いか な

る状 況 にあ るか を問 わず， 幸 せ で成 功 に満

ちた生 活 を送 る ため の鍵 で もあ ります。

い つの こ とで した か，私 はあ る若 い宣教

師 に，彼 の父親 が そ の 日の朝 に不慮 の事 故

で死 んだ と伝 え る，辛 い役 目を仰 せ つか っ

た こ とが あ ります 。彼 は大 変 な シ ョ ックを

受 け，体 を震 わせ て泣 き ました。 しか しそ

の後 で私 は，証 と高 い霊性 が生 み出 す奇跡

を 目の当 た りに した ので す。r彼は静 か に顔

を上 げ ま した。 その表情 に は堅 い決 意 が浮

か ん でい ました。彼 は母 親 に電 話 す る こ と

に同意 し ました。 しか し， 伝道 をや めた い

とい うよ うな こ とは何 ひ とつ ほの め か し ま

せ ん で した。 それ ど ころか，伝 道 を続 ける

こ とが 父親 と天 父 の望 み なの だか ら， そ う

す るつ も りだ と言 ったの です。 私 は， 彼 が

示 した よ うな， 平安 と勇気 に満 ちた態 度 を

目に した ことは そ う何度 もあ りませ ん。彼

の よ うに信 念 と意志 が 強 く， よ く備 え られ

た 息子 な ら， どんな父親 で も誇 りに思 う こ

とで し ょ う。

幸 いな ことに，彼 はそ の人生 の 中 で，福

音 の真実 性 に つ いて， またイ エ ス こそキ リ

ス トで あ り，復 活 が真 実 であ る とい う個 人

的 な啓示 を受 け なが ら育 って きたの です。

こ ういっ た真理 が すべ て， この危機 の時 に

彼 を強 く立 たせ る力 とな った ので す。

霊 性 と証 が 身 につ いて くる と，人 はさ ら

に しっか りと 自立 し， また自分 を高 め， 自

信 を持 ち， 幸福 にな り， どの よ うな状況 に

置 かれ よ うと も安 らか な心 で い られ るよ う

にな ります。

確 か に， 宣教 師 た ちの豊 か な霊性 と証 が

なけれ ば， 教会 が い くら伝 道 に力 を注 いで

も， 今 日の よ うな成 功 を収 め る こ とはで き

な か った で し ょう。 みた まの さ さや きが な

い の に， 快 適 で安 らぎの あ る家 庭， 家族 ，

そ して よ くあ る例 です が恋 人 まで後 にして，

自費 で何 カ月 もの伝 道 に 出 る人 が い るで し

ょ うか。 福 音 の真 実性 に対 す る証 と確信 こ

そ， 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の 「岩 」

す なわ ち堅 固 な基 な ので す。

私 たち が皆， 今 よ り以上 に霊 的 な力 と個

人 的 な啓 示 を受 ける よ うにな る な ら， それ

は素晴 ら しい祝 福 で す。 ブ リガム ・ヤ ング

大管 長 は こう言 い ま した。「神 の民 に授 け ら

れ た数 々 の啓示 に従 って生 活 をす るな ら，

主 の みた まが注 が れ て，神 の み こ ころを知

り， 義務 を果 たそ う とす る時 に導 きを与 え

られ るに違 い あ りませ ん。 た だ， この点 に

関 して，私 た ち は特 権 と して約 束 され てい

る数 多 くの祝福 にあ ずか れ るだ けの霊的 な

生活 を してい な いの では ない で し ょうか。」
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主 は聖典 の 中 で繰 り返 し，「汝の心 を

はげま して喜べ」 と言っておられ ます。

(跳`・ 嬬 εsげB塵h佛}加n&sel，and

arr・byJohnA.Widstoe，SaltLakeCity：

DeseretBookco.1973，p.32)

何年 も前 に私 は， 自分 の霊 性 を高 め，聖

霊 の賜 と ともに与 え られ る祝 福 を受 け られ

る よう にす るには実 際 に どの よ うな こ とを

すれ ば よいか， か な り真 剣 に考 え た こ とが

あ ります。 それ で私 は10の 質 問事 項 か ら成

るチ ェ ック リス トを作 り， それ を元 に して，

月毎 に 自分 の行動 を評 価 す る こ とに し まし

た。

もちろん， まだ進歩 しな けれ ばな らない

点 は山 ほ どあ ります。 それで も， そ れ を行

な う前 と比 べ れ ば， みた まの影 響 をよ り豊

か に受 けて い る と思 って い ます。 以下 の項

目を 自問 して ，参 考 に してい ただ けれ ば幸

い です。

1.私 は毎 日聖 典 を読 ん でい るだ ろう か。

私 たち は 「キ リス トの 言葉 を よ く味 わ え」

と言 われ てい ます。 時 々少 しか じれ ば よい

と言 われ てい るの で はあ りませ ん。(II二一

フ ァイ32：3)キ ン ボール大 管長 の 言葉 を

見て み ま しょう。「私 は神 と密 接 な関係 にな

くなった と感 じる時 ， また 自分 の祈 りが 神

の耳 に達 せ ず，神 の み声 が聞 こえな い よ う

に思わ れ る時 ，私 は神 か らは るか遠 く離 れ

てい る こ とを知 る。 その ような時 ，一 生懸

命 聖典 を読 む と， そ の距離 は縮 ま り， 霊性

が 回復 して くる。」("WhatIHopeYou

WillTeachMyGrandchildrenandAll

OthersoftheYouthofZion，"addressto

SeminaryandInstitutePersonnel，Brig-

hamYomgUniversity，11July1966，p.6)

個 人 に与 え られ た啓示 で， 特 に注 目すべ

き もの の中 に は， 個 人的 な聖 典 の学 習 に直

接 関連 して与 え られ た ものが 幾 つか あ りま

す。 た とえば，教 義 と聖約76章 の， 数々 の

段 階 の栄光 につ いて述 べ た示 現 は， 予言 者

が ヨハ ネ に よ る福 音書 の第15章 の翻 訳 に関

連 して思 い をめ ぐらして いた 時 に， ジ ョセ

フ ・ス ミス と シ ドニ ー ・リグ ドンに与 え ら

れ た もの です。(教 義 と聖約76： 前 文，15-

24)ジ ョセ フ ・ス ミスの最初 の示現 も， ヤ

コブ書1章5節 を「再 三 再 四思 い め ぐ らし」

た後 に与 え られ た もの です。(ジ ョセ フ・ス

ミス2：11-17)ま た， ジ ョセ フ ・F・ ス

ミス大管 長が 死 者 の瞭 い に関 す る示 現 を受

けた の も，ペ テロの 第一 の手 紙 の3章18節

か ら20節 ，4章6節 につ い て深 く考 えてい

た時 で す。(死 者 の瞭 い に 関 す る示 現1-

11)

2.私 は心 か ら祈 って いる だ ろう か。空

しい言 葉 を並 べる だ けの祈 りを して いな い

だ ろう か。 時 々私 は， 自分 が た だ言葉 を出
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怠惰と霊性がひとりの人間の中に同時に存

在することはあり得ません。今よりも頻繁

にみたまを感じたいと思うなら，「全身全

霊を挙げて鎌を入Jれ なければなりません。

してい るだ け で，実 は祈 って いな か った こ

とに気付 いて は っ とす る こ とが あ ります。
す

注 意 してい な い と， 何 も考 えず に擦 り切 れ

た言葉 を繰 り返 すだ けの祈 りにな って しま

い ます。 しか し， その よ うな祈 りで ， 自分

の心 の奥底 にあ る思 い を主 に語 る こ とはで

きな いの です 。心 か らの祈 りによ うて， 私

た ち は さ らにみた まに近 づ くこ とが で き ま

す。

3.私 は意 味の ある 断食 を してい るだ ろ

う か。食 を絶 った だ けの 断食 に して いな い

だ ろ うか。私 は， よ く備 え を して 断食 日に

臨 み， 目的 を持 ち， 正 しい態 度 で 断食 を行

な うな ら，霊 的 に強 め られ る ことを知 っ て

い ます。 これ は非常 に力 強 い原則 で す。

4.私 は早寝 早起 きを励 行 してい るだ ろ

う か。 毎 日の生活 の 中で ， よ り多 くの霊 感

を得 た い と望 む な ら，「度 を過 ぎて眠 るを止
ふし ど

め よ。 早 く臥床 に入 りて疲 れ を休 め よ。 朝

は早 く起 き て汝 の 肉体 と精 神 とを活 気 づ

け」(教 義 と聖 約88：124)な けれ ば な りま

せ ん。

マ リオ ン ・G・ ロ ムニ ー副管 長 は これ と

同 じ勧告 を， 当時十 二使 徒 定員 会会 員 で あ

ったハ ロル ド ・B・ リー長 老か ら受 け ま し

た。 それ はロ ムニ ー副管 長 が新 た に十二 使

徒 補助 に召 され た時 の こ とです 。「夜 は早 く

休 み，朝 は早 く目を覚 ます よ うに して下 さ

い。 そ うす るな ら， 肉体 と精 神 に休 息 を得

る で し ょう。 また， 朝早 い時間 に，他 の い

か なる時 よ り も多 くの知 恵 と霊感 の ひ らめ

きを受 け るよ うに な るで し ょう。」

5.私 は心 の中 に確 か な喜 び を感 じて い

る だ ろう か。主 は聖典 の 中で繰 り返 し，「し

っか りしな さい」 「勇 気 を出 しな さい」 「元

気 を 出 しな さい」 「心 安か れ」 と述 べ，(マ

タ イ9：2;14：27;ヨ ハ ネ16：33;使 徒

23：11;III二 一 フ ァイ1：13;教 義 と聖 約

61：36参 照)「 汝 の心 を はげ ま して喜 」べ と

も言 ってお られ ます。(教 義 と聖 約25：13)

つ ま り， 心 に喜 び を感 じてい な けれ ば な ら

な い とい う こ とで す。 も し喜 びが ない とし

た ら，私 た ちの 中 に何 か悪 い点 が あ るの で

す。 それ を突 き止 め， で きるだ け早 く直 す

必 要 が あ ります 。 それ を しない 内 は， 心 の

中 に喜 びが あ る時 ほ どに， みた まを近 くに

感 じる こ とはで きませ ん。私 た ちは， これ

まで受 けて きた数 多 くの祝 福 に対 す る感 謝

の念 を深 め る こ とに よって， さらに幸福 な

生活 を 目指 して， 大 きな一 歩 を踏 み出す こ

とがで きるの です。

6.私 は一 生 懸命働 い て いるだ ろう か。

怠惰 と霊 性 が ひ と りの人 間 の 中に同 時 に存

在 す る こ とは あ り得 ませ ん。今 よ りも頻繁
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私 たちは人 を愛 し，仕 えることによっ

て，自分がク リスチャンであ り，また，

さらに豊 かにみ たまを受けることがで

きることを身 をもって示すのです。

にみ た まを感 じた い と思 うな ら，「全 身 全霊

を挙 げて鎌 を入 」 れ，(教 義 と聖 約31：5)

「心 をつ くし
， 勢力 をつ くし， 思 をつ くし，

体 力 をつ くして」働 くべ し とい う勧 告(教

義 と聖 約4：2)に 従 わ な けれ ばな りませ

ん。

みた まを豊 か に注が れ てい る人 につい て

考 える時 ，私 は必 ず スペ ンサ ー ・W・ キ ン

ボ ール大 管長 を思 い 出 し ます。 働 くとい う

点 にお いて大 管長 が持 ってい る測 り知 れ な

い能 力 には，伝 説 的 な香 りさ え漂 うほ どで

す。感 情 は行 動す る前 よ り も，行 動 した後

に生 まれ て くる とよ く言 われ ます が， これ

は真 実 です。

7.私 は どの よう な責 任 で働 く かよ り も，

どのよ う に働 くか とい う点 を大切 に考 えて

いるだ ろ うか。 注 意 しない と，謙 遜 に働 く

ことよ りも地 位(教 会 の 内外 を問 わ ず)な

どに気 を取 られ， 高慢 とい う， すべ て の人

に共通 す る罪 に よって霊 性 を失 っ て し まう

こともあ ります。 救 い主 イ エ ス ・キ リス ト

は， 自 ら席 を立 ち，使 徒 た ちの前 にひ ざ ま

ず き，彼 らの足 を洗 われ た あの時 に，地 位

を求 めずず謙 遜 な態度 で，喜 んで仕 える こ

との完全 な模 範 を私 た ちに示 して下 さい ま

した。

絶対 に，嫉 妬 ，地位 へ の野 心 な どで， 霊

性 を落 とす よ うな こ とを して は い けませ ん。

教 会 の 責任 を全 力 を尽 くして遂 行 しよ う と

す るな ら， た とえそれ が どの ような もの で

あ れ， 私 た ちは皆 ，今使 って い る以上 の タ

レ ン トを求 め られ るよ うに な るで し ょう。

よ く考 えて行 な う謙遜 な働 きは， キ リス ト

教 的精 神 の特徴 で す。

8.私 は敵 も含 めて ，す べ ての人 を愛 し

て いる だ ろう か。 イエ スは こう言 わ れ ま し

た。「わ た しは，新 しいい ましめ を あなた が

た に与 える， 互 い に愛 し合 いな さい。 わ た

しが あな たが た を愛 した よう に， あなた が

た も互 い に愛 し合 い な さい。

互 い に愛 し合 うな らば， それ に よっ て，

あな たが たが わ た しの弟 子 で ある こ とを，

す べ て の 者 が 認 め る で あ ろ う。」(ヨ ハ ネ

13：34-35)こ のふ たつ の節 に書 か れ てい

る言葉 はわず か な もので す。 そ して， 言 う
やす かた

に易 く， 行 な うに難 し とい う点 で は， 他 の

すべ ての 聖句 と変 わ りあ り ませ ん。

主 は私 た ち に， 好 きにな れ ない人 も含 め

て，「敵 を愛 しな さい 」(マ タ イ5：44)， す

べ ての人 を愛 しな さい と命 じられ ま した。

私 た ち は この戒 め に従 うこ とに よって， 自

分 が ク リス チ ャ ンで あ る こ とを証 明 す るだ

けで な く， よ り強 くみ た まを感 じる こ とが

で きる よ うに な るので す。 闘争心 ，不 和 ，
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霊性を高める最も確かな方法は，特に教

会員でない人々に，証を伝えることです。

あつれき

軋礫 の中 で，霊 性 の 向上 を望 む ことはで き

ませ ん。.
まいしん

9。 私 は ， 自分 の理 想 に向 か って遭 進 し

て いる だ ろう か。 実生 活 が その理 想 以下 の

もの で ある限 り， 私 た ちは 自 らの霊性 を落

として い るので す。

イエ スは御 父 と御 自身が ひ とつで あ る よ

うに，教 会員 もひ とつ とな る よ うに何度 も

祈 られ ました。(ヨ ハ ネ17：11，21-22)御

父 と御 子 は完 全 に一 致 して み業 を行 な われ

ただ けでな く，完 全 な人 間 とは どうい う人

問 か を よ く御 存 じで した。 実際 は，御 父 と

御 子 こそが その完 全 な姿 だ った の です。 私

た ちが 最終 的 に 目指 す の は，神 の よ うな者

とな る こ とです 。(マタイ5：48;III二 一 フ

ァイ27：27)そ うな るた め には，瞭 い を受

け入 れ ，悔 い改 め に続 くイエ ス ・キ リス ト

ヘ の信仰 に よって ， 自己 のあ るべ き姿 を目

指 して ，生 活 を変 える よう に しな けれ ばな

りませ ん。 また， 私 た ちは その過程 にお い

て， す べ ての罪 を捨 て去 る必要 が あ ります。

一致 を目指 して進 んで い るな ら
，今 受 け

て い る数々 の祝 福 に加 えて，平 安 と， よ り

高 い霊 性 とが与 え られ るで し ょ う。 この よ

うに して成 長 して い くこ とこそ， 私 た ちが

地上 に生 まれ て きた 目的 で あ り，世 の人 々

に伝 えな けれ ば な らない メ ッセー ジなの で

す 。

10.私 は他 の人 に証 を伝 えて い るだろ う

か。 霊 性 を高 め る最 も確 か な方法 は，特 に

教 会員 でな い人 々 に，証 を伝 える こ とです。

私 た ちが救 い主 と福音 の回復 を証 す るな ら，

聖 霊 が その こ との真 実性 を証 明 して くれ ま

す。 そ して， 聞 く人 だ けで な く， その証 を

す る人 も共 にみ た まに よる祝 福 に あずか る

ので す。私 た ちの証 は不 動 の もの では あ り

ませ ん。 か な り激 し く上 昇 した り，下 降 し

た りす る もので す。 しか しそれ をほかの人

に伝 える こ とに よっ て，私 た ち は霊 的 に成

長 で きるの です 。 口 を閉 じて， 自分 の証 を

隠 す こ とを しな けれ ば，主 は私 た ち を喜 ん

で下 さ るの で す。(教 義 と聖約60：2参 照)

この10項 目を常 に 自問 す る こ とは，私 に

とって とて も有 益 です 。 これ らの質 問 は私

に非常 に実 際 的 な幾 つか の段階 を思い起 こ

させ て くれ ます。 そ の段階 を踏 み行 な うこ

とに よ って，霊 性 を高 め， 少 しず つ，聖霊

の賜 を授 か る者 としての特 権 にふ さわ しい

生 活 に近 づい て い くので す。皆 さん に も，

是 非 これ を試 し， 生活 を豊 か な もの とされ

る よ うお勧 め し ます。 確 か に聖 霊 は成功 と

幸 せ な生活 へ の鍵 な ので す。
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コ リー ン ・ベアー ド

そ
の時私 は監 督 室 の椅子 に座 り，神 権

を通 して 力 と祝 福 を受 ける素 晴 らし

い機会 に浴 して い ま した。 ワー ド部 の ロー

レル ・ア ドバ イザー に任 命 され た ので す。

その時 に私 を任命 した副 監督 の祝 福 の言 葉

は ほ とん ど忘 れ て し まい ま した が， ひ とつ

だ け，特 に心 に強 く残 った言 葉 が あ り ます。
と も

それ は， 常 に聖霊 を伴 侶 と して働 くよ うに

とい う勧 告 です。 彼 の その言 葉 を聞 い た時，

私 は燃 え るよ うな思 い を感 じま した 。 そ し

て， その的 を得 た勧 告 に心 を深 く動 か され

ました。

聖霊 の導 きの必 要 性 を説 く指 導者 の話 は

それ まで に もよ く聞 き， 自分 で もみた まの

導 き を受 けた生活 を しよ う と， 何度 か努 力

した こ とが あ ります 。 しか しす ぐに， 自分

に は無 理 だ と思 って しまい， 情 け ない気 持

ち にな るのが 常 で した。 挫折 感 に襲 われ た

私 はいつ も， 聖霊 を伴 侶 にで きる の は教 会

幹 部 とその家 族 だ けだ と言 い逃 れ を して い

ま した。 そ して， 正 しい生活 を してい るな

ら， いつ か遠 い将 来 に は 自分 もその祝 福 に
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あず かれ る よ うにな る と考 えて いた ので す。

与 え られた チ ャ レ ンジが簡 単 な もの でな

い場合 に，言 い訳 を して 自分 を ごまか すの

は とて も簡 単 で す。 しか し， あの 日監督 室

で任命 を受 けた 時 に は， そん な逃 げ腰 の気

持 ちは湧 い て き ませ んで した。 私 は主 の僕

か ら聖霊 を導 き手 とす る よ うに書 われ た時 ，

主 は何年 も前 のバ プ テス マの時 に授 けて下

さった勧 告 を私 に もう一度 思 い起 こさせ て

お られ る のだ と感 じま した。バ プテ スマ の

後 の確認 の儀 式 の 時， 主 の代理 人 が頭 に手

を置 き， 「聖 霊 を受 け よ」と言 い ます。 どの

よ うな理 屈 をつ けて も， この勧 告 と戒 めの

言葉 を消 し去 るこ とはで きませ ん。

聖霊 を受 け る ことの大切 さは， 過去 だ け

で な く，現 在 で も言 われ て い る事 柄 です 。

1896年 の あ るス テー キ部 大会 で ウ イル フ ォ

ー ド ・ウ ッ ドラフ大 管長 は次 の よ うに は っ

き りと語 ってい ます 。

「さ て，皆 さん に もお話 した い と思 い ま

すが ，私 は これ まで い つ も， 神 の聖 徒 に は

皆 聖 霊 の導 きが必 要 で あ る と言 って き まし

た。 … … この教会 の人 は男女 を問 わず皆 み

た まを得 る よう努 力 しな けれ ばな りませ ん。

…地上 にお いて神 の み 旨 を遂 行 す るに は，

このみ た まが必 要 です。 これ は他 の いか な

る賜 に も増 して必要 な もので す。 …… 私 た

ち は この慰 め主 を与 え られ る まで ，主 に祈

らな けれ ばな りませ ん。 これ はバ プ テス マ

の時 に授 け られた約 束 で す。 それ は光 ， 真

理， 啓 示 のみ た まで あ り， 私 た ちすべ て の

者 が同 時 に受 け る こ との で き る もの です。」

(五)6s6名窃1物6為 娚7Nov.1896PP。641一
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聖霊 の賜 は，男 性 だ け に与 え られ る もの

で はあ りませ ん し， 女性 だ け に与 え られ る

もの で もあ りませ ん。 また教 会幹 部 だ けに

与 え られ る もの で もあ りませ ん。神 の戒 め

を守 るな ら， だ れ で も受 ける ことが で きる

の です。 この賜 に よ って私 た ちは毎 日， 導

き， 霊感 ，慰 め，知 恵， 力 ，証 を受 ける こ

とが で きるの です。 別 な言 い方 をす る と，

啓 示 を受 け られ るの で す。 予 言 者 ジ ョセ

フ・ス ミス は こ う語 ってい ます。 「人 は聖 霊

を受 けれ ば必 ず啓 示 を受 け る。 聖霊 は啓 示

者 で あ る。」(H富 ホo，ッq〆 孟h8Chπ 名oh(ゾ

力欄Ch癬 げLσ 吻 一吻S4づ π鶴6：58)

そ れで は， 聖霊 は私 た ち を どの ように助

けて くれ るの で し ょ うか 。

個 人 的 な 成 長

この神権 時 代 に組織 され た最初 の十 二使

徒 定 員会 の会 員 の ひ と り，パ ー レー ・P・

プ ラ ッ トは次 の ように書 い て い ます 。

「神 に似せ て造 られ た知性 ある人 間 は，
そな

神 御 自身が 具 えて お られ るあ らゆ る器官，

属 性 ，感 覚， 憐 れ みの心 ，感 情 を持 っ てい

る。

しか し， そ れ らは まだ人 問が 未発 達の状

態 で有 してい る もので あ る。 ……換 言す れ

ば， それ らの属 性 は初期 の段 階 にあ り，徐

徐 に発達 して い くので あ る。 ……

聖 霊 の賜 は姿 を変 えて， これ らすべ ての

器官 ， 属性 に影 響 を及 ぼ す。 すな わち知 的

活動 を司 るあ らゆ る器 官 の回転 を早 め， さ

らに は人 問の本 性 で あ る熱情 と愛 を増 し，
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あなたにとって聖霊とは

主 は自分 自身の知 恵を用'」τ，問題の答 えを見

のだ すよ うにど教え'ごお6れ ますが，私た ちを

ひど り置 ぎ去 りに しτ刀るわ'アごはあ りません。

拡大 させ ， また よ り純 粋 な もの と し，知 恵

の賜 に よって律法 にか な った用 い方 が で き

る ように それ らを変 え てい くの で ある。 聖

霊 の賜 は，私 た ちの本 性 で あ る同情 や喜 び，

審 美 眼， 思 いや りの心 ， そ して愛 情 に霊 感

を与 え， それ らを成 長 ，発 展 ，成 熟 へ と導

く。 さ らに は高 徳 ，親切 ， 善 良 な る心 ，優

しさ，思 いや りの心 ，愛 を呼 び覚 ます。 ま

た姿形 に至 る まで人 を美 し くし，健 康 ，活

力 ，生 気， 明 る さを与 え る。 また聖 霊 の賜

は，心 身 に活 力 を与 え， 勇気 を もた ら して

くれ るので あ る。要 す る に聖 霊 の賜 は，昔

も今 も変 わ らず ，骨 に髄 を， 心 に喜 びを，

目に光 を，耳 に音 楽 を， そ して すべ て の人

人 に生命 を与 えて くれ る ものな ので あ る。

聖 霊 の賜 を受 けて い る人 の表情 か らは，
ひ

まるで暖 か い陽 の光 の よ うな輝 き を感 じ る

こ とがで きる。 そ して彼 らが か もし出す そ

うした雰 囲気 は， わ くわ くした心 ，何 ら混

じ り気 の ない温 か な感謝 と親切 の心 を発 散

させ， 同 じ気持 ちを持 つ， 言 いか えれ ば霊

にお いて共 感 を持 つ人 々 の心 身 に まで及 ぶ

ので あ る。」(パ ー レー ・P・プラ ッ ト， κ砂

孟o孟h6S6∫ω266(ゾ 蹄 θoJogy，PP.100-101)

私 たち は皆 ，進 歩成 長 し，神 の よ うな者

にな ろ う と，毎 日努 力 し，戦 って い ます。

また完全 な者 にな りた い とい う望 み を持 っ

てい ます 。 しか し， そん な ことは とて も不

可能 だ と思 う こ とも時 々 あ ります。聖 霊 を

抜 きにして この戦 い を考 え る こ とは で き ま

せ ん。完 全 な者 とな るた めに， 力 と導 きを

与 えて くれ る これ らの賜 を求 め るのは そ の

た めなの で す。

例 え ば，聖 霊 は私 に 自分 の不完 全 な点 を

教 える とい う方法 で， 助 けを与 えて き まし

た 。 みた まの 導 き を祈 り求 めてか ら聖典 を

読 む と，特 に 自分 の成 長 に必 要 な事 柄 につ

い て書 い てあ る聖句 が ，私 の 目に強 く訴 え

か けて き ます。 そ して， それ を読 む 内 に，

さ らに良 い行 ない を し よ うとい う望 みが あ

ふ れ て くるの です。 聖霊 は この よ うな知 識

だ けで な く， 私 た ちが 目標 を達 成 で き るよ

うに， ほか に も霊的 な賜 を授 けて くれ る こ

とが あ ります。

子 供 を 育 て る

子供 を育 て て い る親 た ち は毎 日，大 小 を

問 わ ず，数 多 くの事 柄 につ いて選 択 を迫 ら

れ ます。 その 中 のあ る もの は子 供 の人 生 を

形作 る上 で重要 な影 響 を及 ぼ します。 それ

は当然私 たち親 に も強 くかか わ りを持 って

き ます。 主 は 自分 自身 の知 恵 を用 い て， 問

題 の答 え を見 いだ す よ うに と教 えてお られ

ます が， 私 た ち をひ とり置 き去 りに して い

るわ けで はあ りませ ん。 私 た ちの判 断 が正

しい もの で あ るか どうか を理 解 させ るた め

にひ とつ の方 法 を備 えて下 さ って い るので

す。親 はみ た まの導 きを通 して ，最 も効 果

的 な方 法 で子供 に接 す る こ とが で き るよ う

にな り，子 供 た ちの た めに さ さや き を受 け
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る こ とが で き るよ うに な ります。

聖霊 の 導 きは， 人生 の 岐路 に立 た され た

時 だ けで な く， 日常 の生 活 の 中で も受 け る

こ とが で きます。 靴 ひ もが うま く結 べ な く

て い らい らして い る3歳 の子 供 を助 け るた

め に どう した らよい か， 兄弟 げん か をや め

させ る には ど うす べ きか とい った小 さな問

題 につい て， そ の場 に必 要 な導 きを受 け る

こ と もで きます。 霊感 として与 え られ る答

えが あ ま り自然 な もの に思 え るた め， それ

が霊 感 で あ る と気 付 か ない こ とが よ くあ り

ます。 しか し，私 た ちが この霊感 に応 え る

な ら， 家庭 の 中 に変化 が 生 ず る よ うに な る

で し ょう。 「聖 霊 の実 は， 愛 ，喜 び， 平和 ，

寛容 ， 慈愛 ，善 意 ， 忠実 ，柔 和， 自制 で 」

す 。(ガ ラ テヤ5：22-23)私 た ち はそれ ぞ

れ の家庭 の中 にあ って， どの特質 を伸 ば し

て い った らよい ので し ょうか。 これ らの特

質 が及 ぽ す良 い影 響力 につ い て考 えて みて

下 さい。

教 会 の 召 し

私 た ちは それ ぞれ の教 会 の責任 に関連 し

て啓 示 を受 け る こ とが で きる と約 束 され て

い ます。 それ は， プラ イマ リー の会 長 で あ

るか ホー ム テ ィー チ ャーで あ るか， 教会 幹

部 で あ るか に関係 な く約 束 され て い る こと

で す。 しか し私 た ちに与 え られ て い るの は，

この約 束 だ けで は あ り ませ ん。 積極 的 に啓

示 を求 め，召 しを果 たす 時 の導 き とす る よ

う に とい う責 任 も同 時 に与 え られ てい る の

です。

私 は これ まで様 々 な召 しを受 けて働 い て
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きま したが， これ は霊感 だ と思 え.る考え が

頭 の 中 に浮か んで きた ことが 何度 もあ りま

す。 考 え に考 え，祈 った後 で与 え られた も

の もあれ ば， 突然 与 え られ た もの もあ りま

す。 しか し， その答 えが ど う も今 ひ とつ は

っ き り しない とい う場合 もあ ります 。 しか

し， 最善 を尽 くして努力 す る な ら， これ ら

の さ さや きを理解 す る能 力 を高 め る こ とが

で きる ので す。聖 霊 の導 き を受 け る力 を高

め， また 自分 に対 す る主 の み ここ ろを知 り，

それ を行 な う勇気 を持 った 時 に，教 会の 召

しの 中で どの よ うな こ とを成 し遂 げる こ と

が で きるか を考 えてみ て下 さ い。

みたまを伴侶とするには
と も

聖典 を よ く読 む と，聖 霊 を伴侶 とす るた

め には，福 音 の標 準 に か なった生 活 を しな

けれ ば な らな い こ とが分 か ります。 なぜ な

ら， 「主 の 『み た ま』は清 くな い殿 に宿 りた

まわ な い」か らです 。(ヒ ラマ ン4：24)ハ

ロル ド ・B・ リー大 管長 は こ う言 って い ま

す。「この点 で成功 す るた めの鍵 は謙遜 な心

です 。私 た ち はそ れ に よって， 永遠 の生命

とい う永遠 の観 点 に立 った生活 を目指 して

い くの です。 それ とも うひ とつ は， 主の み

こ ころ を学 ぼ う と熱 心 に努 力 す る こ とで

す。」(ConferenceReport，October1946)

「主 の み こ ころを学 ぼ う と熱 心 に努 力 す

る」 とい う表 現 は，熱 心 に聖霊 を求 め る よ

うに と言 った 二一 フ ァイ の訓戒 を思 い出 さ

せ ます。 私 た ち は聖 霊 を受 けたい と望み ，

そ の望 み を心 か らの祈 りに よって示 す必要
しか なんじ

が あ ります。 「而 して 汝 わ が名 に よ り信 じ
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あなたにとって聖霊 とは

私たちはみたまのささ†りまに対しτ心を開のτ
おかなければなりません。それは意識しτ何度
も繰り返す内に段々ど～まるようになります。

て，信仰 に よ り御 父 に願 わば …… 聖霊 を受

くべ し。」(教 義 と聖 約14：8)

福音 の標 準 に従 った生 活 を し， 熱心 に祈

り，信仰 を実践 し， 聖霊 の 導 きを受 けて も，

まだ十 分 では ない と聖典 には書 か れて い ま

す。 ひ とつの想 い， 感動 と して 自然 な形 で

与 えられ る「静 か な細 い声」， す な わ ち聖 霊

の ささや きに耳 を傾 け な けれ ばな らな い の

で す。 予言者 ジ ョセフ ・ス ミスは次 の よう

に書い て い ます。「人 は啓 示 の みた まの最 初

の ささや きを 自覚 しただ けで祝福 を受 け る。

例 え ば清 い知 識が 心 に流 れ込 むの を感 じた

時， あ なた の心 に はい ろい ろな考 えが閃 光

の ように次か ら次 へ と浮 か んで くるだ ろ う。

そ して それが その 日の うち に実現 す る こと

を知 るので あ る。 また神 の みた まが どの よ

うな ものか を知 り，理 解 す る時， あなた 方

は啓 示の 原則 を自分 の もの とし， や がて キ

リス ト ・イエ ス にあ って完 全 な者 とな るで

あ ろ う。」(乃σ6h初gs`ゾ 漉6P"ρh6孟 ノ6s砂h

Sηz髭h，p.151)

私 は この言葉 の意 味 を 身 を もって知 ら さ

れた経 験 があ ります。私 が ワー ド部 で扶助

協 会 の会長 と して働 いて いた時 の あ る夏 の

こ とで した。 その夏 ，定 員会 会 長 が不在 で，

夫 にその 間定 員 会 の指導 を して欲 しい と要

請 が あ っ孝の です。 そ して， 会 長が 戻 って

来 な い ように なっ た と聞 か され た時 ，私 た

ち はひ ょっ として夫 がそ の後 任 に召 され る

可 能性 もあるの で は と話 し合 い ま した。 し

か し私 た ち は，学齢 前 の3人 の子 供 を抱 え

て ，多 くの時 間 と働 き を求 め られ るそ んな

責任 を果 たす こ とは とて もで きない と思 い，

その こ とは考 えな い よ うに し ました。

とはい え，私 の 中 には まだ， その こ とに

つ いて祈 りをすべ きだ とい う気 持 ちが あ り

ま，した。 あ る夜 祈 って い た時 にひ とつ の考

えが はっ き り と心 に浮 か んで きま した 。 も

し主 が夫 をそ の職 に召 され た な らば， そ れ

は主 が私 た ち に もその責 任 を果 た す力 が あ

る と考 えて お られ る しる しだ とい うこ とで

す。 よ く計画 を して こ とに望 めば， 子供 た

ち を犠牲 にす る必 要 もない ので す。 次 の週 ，

夫 が ス テー キ部長 か らその召 しを受 け， 支

持 された 時， 私 は 自分 に与 え られ た ささや

きが 実現 した こ とを知 りま した。 夫 も召 し

を受 け る前 に， その職 は 自分 が果 た すべ き

もの として， ち ょう どその時 期 に与 え られ

た もので あ る と， 聖霊 か らの 示 しを受 けて

いた そ うです。

私 た ちはみ た まの さ さや きに対 して心 を

開 い てお かな けれ ば な りませ ん。 そ れ は意

識 して何 度 も繰 り返 す内 に段 々 とで きる よ

うに な り ます。 また，大 きな 問題 だ けで な

く， 毎 日の小 さな 問題 に対 して も， みた ま

の さ さや きに耳 を傾 ける よ う習 慣付 けな け

れ ば な りませ ん。小 さな事柄 に関 す るそ の

よ うな教 えは， 教訓 に教 訓 ，規 則 に規則 と

い う形 で与 え られ る もので す。 なぜ そ うか

とい う と，聖 霊 は私 た ちの受 け入れ る能 力
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に応 じて啓 示 を与 え られ るか らなの です 。

あ る晩 ，夫 が仕 事 の都合 で ， 自動車 を運

転 して出 か けな けれ ば な らな くな りました。

目的地 まで はそ う長 い距 離で はあ りませ ん

で した。夜 の7時 頃 に は着 くだ ろ う とい う

こ とで した。 そ して ，向 こうへ着 いた ら電

話 をよ こす と言 って』 出 か けて行 った ので

す 。 とこ ろが8時 を過 ぎて も何 の連絡 もあ

りませ ん 。私 は段 々心 配 にな って きて，10

時 頃 に は不 安 な気 持 ちが 募 る ばか りで した。

何 度 か， とにか く眠 ろ う と努 めて み ま した

が ，2時 頃 には， 聖霊 の 慰 めが な けれ ば ど

う しよ う もない とい う状 態 にな っ てい まし

た。私 は寝 つ けない まま に， 心配 で 頭 の中

が お か し くな って し まう よ うで したが， ひ

ざ まずい て， も し夫 の身 に何 事 も起 きてな

いな ら， 聖霊 の慰 めが あ り， 安 らか な気 持

ち になれ るよ うに と祈 り求 め ま した 。 その

夜 数 分ず つ2度 ほ ど，穏 やか な気 持 ち を感

じた ので すが ， そ うい う霊的 な さ さや きに

耳 を傾 け る とい う習慣 をあ ま り身 につ けて

いな か った私 は， それ を受 け入 れ よ う とし

ませ んで した。何 も間違 いが なけれ ば， 夫

はな ん とか して電 話 を よ こす はずだ と， 理

屈 だ けで 考 えて， その時 の思 い を無 視 した

の で す。 翌朝 ， よ うや く夫 と連絡 が 取 れ ま
一した

。 夫 は元 気 で した。 い つ もは気 の利 く

夫 が電 話 をす るの を忘 れ た だ けの ことで し

た 。 みた まの ささや きを拒 まず に受 け入 れ

てい た ら， あの夜 の 苦 しみ は ほ とん ど味 わ

う必 要が なか ったの です 。

耳 を傾 け， 聖霊 の ささや きが理 解 で きる
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よ うにな った と して も， まだ も う・ひ とつ残

され て い る こ とが あ ります。 そ うで す，与

え られ た その ささや きに従 うこ とで す。 ひ

とた び主 の み こころ を知 った ら， 怠惰 や恐

れの 気持 ちな どで， 従 うの を引 き伸 ば して

は いけ ませ ん。従 うに は勇気 が必 要 な こ と

もあ り ます。 時 に よ って は， 行動 に移 す の

を遅 らせ ない よ うに努力 しな けれ ばな らな

い場 合 もあ ります。 あ の姉妹 を何 か の活動

に参 加 す る よう誘 いな さ い， また， あの兄

弟 を訪問 して何 か困 って いる ことが ない か

確 か め な さい と主 の ささや きが あ った ら，

私 たち は それ に従 わな けれ ば な らないの で

す。 時機 を失す る と， そ うい う人 々 を助 け

る最 良 のチ ャンス を失 っ て し まい， しか も

2度 と与 え られ な くな るか も知 れ ませ ん。

生 活 を整 え， また，信 じて祈 り， 必要 な

事 柄 を よ く思 いは か り， みた まの さ さや き

に聞 き従 うな ら，私 た ち は約 束 され た 日々

の導 きが 与 え られ る と確 信 す る と共 に， こ

れ を受 け入 れ，祝 福 を得 る こ とが で きるの

です 。
と も

教 義 と聖約 には， 聖霊 を 「常 に伴 侶」 と

す る人 の高潔 な状 態 と霊 的 な進歩 につ いて

書 か れ て い ます。(教 義 と聖 約121：46)

自分 自身 と聖霊 との 関係 に つい て考 えて

み まし ょう。 あな た に とって聖 霊 は どの よ

うな存在 で し ょうか。 まった く見知 らぬ存

在 で し ょうか， 時 々顔 を見 せ る訪問 者で し

ょ うか， それ とも常 にそ ばに い る伴 侶で し

よ うか。
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π愛 をもって互 に

仕えなさい4
十二使徒定員会会員'

L・ ト ム ・ペ リ ー

/

" 勒)

"

「兄 弟 たち よ。 あ なたが たが 召 され た

の は，実 に， 自由 を得 るた めで あ

る。 ただ ， その 自由 を， 肉の働 く機会 とし

ないで，愛 を もって互 に仕 えな さい。」律法

の全体 は，『自分 を愛 す る よう に，あなた の

隣 り人 を愛 せ よ』 とい う この 一句 に尽 きる

か らで ある。」(ガ ラ テヤ5：13-14)

奉仕 の行 ない につ いて は， 時 の初 めか ら

福音 の 中で教 え られ て き ました。 ア ダ ムの

時 か ら現代 に至 る まで，人 は同胞 に仕 える

ように勧告 されて きたの です 。私 は恵 まれ

て，パ ウロが ガ リラヤ人 に宛 てた 「愛 を も

って互 に仕 えな さい」 とい う勧 告 が， 実際

に形 となって表 わ れた例 を見 た ことが あ り

ます。

それ は私 た ちの 家族 が マサ チ ュー セ ッツ

州 に住 ん でい た時 の こ とです 。私 た ち はボ

ス トンの西 ，約20キ ロ ほ どの 所 にあ る， ウ

ェス トン とい う小 さない なか 町 に家 を構 え

てい ま した。 ウ ェス トンは人 口約1万1千

人 ほ どの， 古風 で 洗練 され た 雰囲 気 をた た

えた町 で した。 ウ ェス トン には， 石べ いが

続 く， 曲が りく'ねった 美 しい道 路 が至 る所

に走 って い ま した。 小 さな商店 街 は， 夜 の

9時 ともなれ ば ま った く人通 りが絶 えて し

まい ま した。 しか し， この情 緒 豊 か な ウェ

ス トンに も， それ な りの問題 が あ りま した。

特 に， アル コール類 が売 られ てい ない この

町 に， 多 くの学 生 た ちが麻薬 や 酒 を持 ち込

ん だの です 。

しか し， ほ かの ことに忙 し くて， 麻薬 や

ア ル コール な ど に うつ つ を抜 か して る暇 な
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どなか った ひ とりの高校 生 が い ま した。 こ

の若 者 は スキー にかな りの 時間 をか けて い

ま した。 その地 域 で はス キー愛 好者 は決 し

て珍 し くあ りませ んで した。 しか し，彼 が

その才能 を用 いて した こ とは， 並 の行 な い

で は あ りませ んで した。 彼 は高 度 な スキ ー

技術 を身 につ け， ス キー を本 当 に愛 して い

ま した。 実 際， 彼 は スキ ーの イ ンス トラク

ターで ，時 間 に余裕 が あ れ ば， ほか の人 に

スキ ー を教 える ほ どで した。彼 が 生徒 の ひ

とりにぴ った り と付 いて ，斜 面 を滑 る姿 を

よ く見 か けた もので す。 生徒 は大 抵彼 よ り

も年上 の人 で した。最 初 は ゆ っ く りと滑 り

出 し ます が， 次第 にス ピー ドが加 わ って，

ス ロー プで鮮 や か な方向 転換 を見せ て くれ

ます。 滑 ってい る問 中， 会話 が絶 えず， そ

う快 な気 分 で き らめ く陽 光 の 中 を進 ん でい

くの です 。他 の人 々 もその ふ た りに気付 き，

ふ もと まで 目で追 い ますが， 随 分楽 し くス

キー を して い るな とい う くらい に しか見 て

い ませ んで した。

人 々が 気付 か な か った ことが あ ります。

ふ た りの 内の片 方 は盲人 だ ったの です。 こ

の高 校生 は 目の見 え ない人 た ち にス キー を

教 え てい たの です。 無料 でで す。 最初 に こ

の こ とを思 い付 い て，他 の人 た ち に話 した

時 は， 皆 か らや めた方 が いい と言 わ れ ま し

た 。絶 対 にで きっ こない と， 何べ ん 言わ れ

た か分 か りませ んで した 。

しか し，彼 は何 の希 望 もない生 活 を して

い る幾 人 かの 盲人 を見 て， 自分 の人 生 の喜

びの ひ とつ を彼 ら と分か ち合 いた い と思 っ

てい たの です 。彼 らが達 成感 と喜 び を味 わ

い，生 活 に新 た な広 が りを見 いだ し， 自分

た ち も本 当に健全 な人 間 なの だ とい う意 識

を持 っ て欲 しい と願 ったの で す。彼 の そ の

望 みは心 か らの もので した。多 くの時 間 を
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取 り，必 要 とあ らば忍耐 を して ，愛 あ る関

係 を築 き，励 ま しを与 え，理 解 し合 お う と

したの です 。 それ は彼 らが 自分 自身 と自分

の能 力 を信 じる こ とが で きる よ うに助 ける

た めで した。両 者 の親交 は次第 に深 まって

い きま した。

そ して この 目の不 自由 な人々 は彼 を信頼

し， 友 と した ので す。

彼 らが 自分 た ちの スキ ー靴 とスキー を付

け る手伝 い を させ た の は， この若 い高校 生

だ けで した。彼 は盲人 へ の トレーニ ング に

.つい て，大 切 な の は 自分 自身 を信頼 す る気

持 ち を養 う ことだ と話 して くれ ま した。 そ

れが で きれ ば，後 の技 術 的 な問題 は そ う難

し くな い と言 うので す。

彼 が最後 に語 った こ とによ る と， それ ま

で13人 の盲人 にス キー を教 えて成 果 を収 め，

さ らに多 くの人 々 に教 え，盲 人 のた めの ス

キー 指導 書 を書 くよ うに依頼 され てい る と

い う こ とで した。 当時， 彼 に は 自信 がみ な

ぎって い ま した。 それ は今 で も変 わ って い

な い と思 い ます。 しか し， もっ と大切 な こ

とは，彼 が揺 ら ぐこ との ない友 情 を築 き，

価値 あ る奉 仕 の働 きを通 して， 愛 す る こと

と分 かち合 う こ とを学 ん だ こ とで す。

私 た ちが この世 で見 い だす最 高 の喜 びは，

自分 自身 のた め に した こ との 中 にあ るので

はな く，他 の 人々 の た めの奉仕 の行 ないの

中 にあ るので す。 ウ ェス トンの この若者 は

目の見 えな い人 々へ の奉 仕 を通 して，パ ウ

ロの勧 告 をひ とつ の形 に し ました。 そ して

私 た ち もまた， 「愛 を もっ て互 に仕 え」る こ

とに よって もた らされ る価値 ある喜 び を見

いだ す ことがで きるの です。

神 の祝 福 が あ って，私 たちが真 の奉 仕 の

喜 び を知 りた い とい う望 み を持 つ こ とが で

き ます よう に。
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私
た ちは ど うして も不 安 な気 持 ち を抑

え る こ とがで きませ んで した。 ホー

ル夫 人 は私 た ちの求道 者 の 中で， 一 番熱 心

なひ とりで した。 彼 女 は まだ教会 員 で は あ

りませ んで したが ， すで に教 会が 真 実 で あ

るこ とを知 っ てい ま した。初 めに彼 女 を教

えたの は別 の宣教 師 で した。 標準 的 な レ ッ

ス ンを受 けモル モン経 を読 んで い く内 に，

信 じた い とい う望 みが大 き くな り・ 強 い証

とな りました。 そ して私 と同 僚 は福 音 の勉

強 を続 け るよ うに勧 め てい たの です 。

ところが そ こへ， 彼女 の妹 ジ ョー ン ・マ

ッカーサ ーが 尋ね て くる こ とにな りま した。

夫 も， どち らの実 家 の親 類 も，皆 他 の教 会

に熱心 な人 た ちで， ホー ル夫 人 と して は夫

が 一緒 に福 音 を受 け入れ る まで，(少な くと

も， 当時彼 は宣教 師 に対 して は友 好 的 で し

た)バ プテ スマ は受 け た くな い とい う気 持

ちで した 。彼 女 は また， 自分 が してい る こ

と と， なぜ それ を して い るのか をよ く理 解

して も らわ ない 内 に教 会 に入 って， 家族 ，

特 に両 親 を怒 らせ る こ とを恐 れ て い ま した。

ジ ョー ンが ，姉 の してい る ことを調 べ，

モル モ ン との付 き合 い をや め る よ うに警 告
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す るた め に送 られ て くる のだ ろ う とい う こ

とはす ぐ分 か りま した。 ジ ョー ンは まだ20

歳 で，家 を離 れ るの はそ れが初 めてだ った

と思 い ます。彼 女 の到 着 を待 つ私 た ちの 方

に も不安 はあ りま したが ， カナ ダの ブ リテ

ィ ッシ ュ ・コ ロン ビア州 ビク トリア まで の

旅 の間 ，彼 女 の方 に も心配 が あ った と思 い

ます。

しか し， ホー ル夫人 は冷静 な様 子 で した。

ジ ョー ンが落 ち付 いてか ら数 日後 ， ホ ール

夫 人 は私 た ち をさ りげ な く夕食 に招 待 して

くれ ました。 ジ ョー ンは，姉 が ドアの所 で

私 たち を居 間 に迎 え入 れ るの を見 て驚 いた

ろ うと思 い ます。 お そ ら く 「宣教 師 」 とい

うのは 中年 の人 か， 訳 の分 か らな い こ とを

話 しま くる狂 信 的 な人 に違 い ない と考 えて

い たの で はな いで し ょうか 。私 た ちの様 子

は幸 せ そ うで， その上 態度 も まじめ な もの

で した 。 ジ ョー ンの方 も自分 と同 じ くらい

の 年齢 のふ た りの 若 い女性 との お しゃべ り

は楽 しそ うで した。食 事 の後 で ひ とつの フ

ィル ムス トリップ を紹 介 す る と， 彼女 はた

くさんの質 問 を して きま した。 そ して もう

一 度会 う約 束 を取 った ので す。

次 の約束 の時， ジ ョー ンはた くさん の質

問 とモ ルモ ンに関 して言 い広 め られた偽 り

の教 えを持 ち出 して き ました。 彼女 が それ

まで モ ルモ ンにつ いて 聞い て きた 反論 と偽

りの教 えが 洗い ざ らい 出 され ま した。 しか

し怒 った よ うな 口調 で は な く， 率 直 な態度

で物 を言い ，説 明 を求 め て きたの です 。彼

女 が意見 を言 う度 に， 私 た ちは最 善 を尽 く

して それ に答 え ま した。私 た ち の答 え は彼
ペヘ

女 を納得 させ た よ うで した。 ジ ョー ンは 自

聖徒 の道/1983年8月 号

◆ ◆

心を変える
◆

分 の 聖書 を よ く使 い こな して いて， 聖句 を

次 か ら次 と引用 し ました。 また，私 た ちが

引用 した聖句 に強 く心 を引 か れた らし く，

皆 で その聖句 を調 べ，話 し合 い ま した 。 そ

の 日以来 ， 私 は彼女 の 霊 的な 洞察 力 に深 い

感銘 を受 け ま した 。話 し合 り が最後 にな っ

た 時， 私 た ちは皆 ， もう少 し打 ち解 け合 え

た ような気 が しま した。 私た ち は なぜ 「姉

妹 」 と呼 ばれ るのか を説 明 し，家 族 の こと，

また18カ 月間 主 に仕 え る召 しを受 け させ た

自分 た ちの確 信 につ い て話 しま した。 ジ ョ

ー ンの方 は初 めての大 陸 横 断の旅 の感 激 を

語 りま した。

その次 の レ!ッス ンは背 教 に つい てで した。

ジ ョー ンは や っ きにな って 反論 し， 最後 に

は， 私 た ちに家 を出て行 って， も う二度 と

来 ない で欲 しい と言 うほ どで した 。 それ以

上 何 も聞 きた くな い と言 い，大 分 心 を乱 し

て い ま した 。私 た ち もが っか りし， し ょげ

か えって し まい ま した。 ジ ョー ン は後 に手

紙 の 中 で次 の よ うに書 い て い ます 。 「あ の

晩 ， あな た方 が帰 った後 の ことを今 で も覚

えて い ます。 ジ ョセ フ ・ス ミス の証 の 中に

あ る， 他 の教 会 はす べ て 『わが 目 よ り見 て
にく

悪 むべ き ものな り』 とい う言 葉 の こ とを考

え て，私 は激 し く泣 き ました。私 が行 って

い た教 会 は私 に とって とて も大切 な教会 だ

ったの です。 私 の心 は傷 付 きま した。私 は

そ れ までの人 生 の 中で ，父母 か ら教 わ った

こ とを信 じて きて い ま した 。 です か ら， あ

の 言葉 は， 私が い た世界 のすべ て を打 ち砕

い て し まった ので す。 ど うして ジ ョセ フ ・

ス ミス にその よ うな ことが 言 え たの だ ろ う

か と思 い ました。 しか し彼 は， 主 が そ う語
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心を変える
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ジョーン ・マッカーサーは20歳 の時，必要とあらぱ姉の心

を変えさせようと決意 してビク トリアにやって来ま した。

しか し彼女は自分 の考えを変える勇気を持っていま した。

，られ たの だ と言 った ので す。 それ は どう し

て も受 け入 れ られ な い考 えで した 。

ジェ シー(ホ ー ル夫人)は 私 に レ ッス ン

を続 けな さい とは強 制 し ませ んで したが，

受 け てみ た ら とは勧 め ま した。 彼 女が い な

か っ た らレ ッス ンは続 け なか った と思 い ま

す。 で も私 た ちの 間 には家族 として の とて

も大 きな愛 が あ り， 私 は それ に逆 らう こ と

が で き ませ んで した。

今 に して思 えば不 思議 で すが ，私 は怒 り，

憤 って い ま した。 あの時 に ど うして まだ聞

く気 が残 ってい たの だ ろ うか と思 い ます。

しか し， 主 は私 に対 して憐れ み 深 く， また

耐 えて下 さい ま した。 問題 は，姉 妹 た ちの

教 えはす べ て信 じられ る と思 ったの に， ま

だ これ まで通 りの教 会 へ 集 って い る こ とで

す。 どう して も捨 て切 れ な いの です 。J

しか し ジ ョー ンは真 理 の探 求 を途 中で や

め る ような人 で はあ りませ んで した。1週

間祈 り，葛 藤 を続 けた後 で，彼 女 は もう一

度私 た ちを呼 び ま した。彼 女 の心 には変化

が起 きて い ま した。 その変 化 が いつ あ った

のか は分 か りませ んで した。福 音 の 回復 に

関す る次 の レ ッス ンを した時， 彼女 に何 か

変 化 のあ った ことが 分 か りま した。 反論 し

て こないの です 。 そ して， まるで答 えの返

りが遅 い とばか りに，熱 心 に質 問 して くる

のです。 知識 に飢 え渇 いて い る よ うで した。

彼 女 はジ ョセ フ ・ス ミスヘ の キ リス トの顕

現 が愛 の発 露 で あ り， 地上 に伝 え られた完

全 な真理 は， あ ら さが しをす る人 にで はな

く，欠 けてい る部 分 を知 りた い と心 か ら願

う人 々 の ため の もの であ る こ とを理 解 して

い ました。

次 の レ ッス ンは救 いの計 画 とい うテー マ

で した が， や は り良 い雰 囲気 の中 で進 め ら

れ ました。私 と同僚 は自分 た ちだ けの力 で

教 えて い ない ことを理解 して い ま した。 言

葉 は よ どみ な く流れ ， 目指 す聖 句 の箇所 も

す ぐに分 か りま した 。心 と心 の触 れ 合 いが

あ りま した。 ジ ョー ンは感動 して， 大 きな

声で こう言 い ま した 。「ジ ェシー がバ プテ ス

マ を受 け たが っ て い る理 由が 今 分 か った

わQ」

絶 対 に この教 会 に入 らな い と宣 言 してい

た ジ ョー ンも，姉 を尋 ね て きた ばか りの 時

とは， 別人 の ように な ってい ました。 レ ッ

ス ンを終 えて その帰 り道 ， 私 は心 に感 ず る

ものが あ って 同僚 に言 い ました。「彼 女 はい

つ か教会 に入 るわ よ。」

私 た ち は数 回彼女 を訪 ね ，毎 回熱 の入 っ

た レ ッス ンを しま した。 それ か ら私 は伝 道

部 内の別 の地 域 へ転 任 に な り ました。 それ

か ら伝道 を終 えて帰 還 す る まで は， この真

剣 な女性 につ いて も， ホー ル家 の人 た ち に

つ いて も，何 の音 信 もあ りませ ん で した。

あ る日，私 の家 の郵 便 受 け にカ ナダ の消

印が押 され た手紙 が届 いて い ま した 。封 を
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開 け る と，私 の住所 を調 べ て， 手紙 を出 す

まで随 分時 間が か か った ことが書 かれ て い

ま した。 そ して， ジ ョー ン とホー ル姉妹 が

ふ た りと も，2年 前 にあ の町 の少 し外 れ た

所 に あ る冷 た い水 の湖 でバ プテ スマ を受 け

た こ とが書 か れて い たの です 。

この 手紙 を皮切 りに，驚 くような 内容 の

手紙 が 何通 も届 き ま した 。2年 後 ， あ る人

か ら， ジ ョー ンが 南 ア フ リカで伝 道 してい

る こ と， また ， ホー ル姉 妹 の夫バ リー は ま

だ教会 の こ とを学 ぶ気 持 ち にな っ てい ない

もの の， 昔 と同 じよ うに宣教 師 や会員 を愛1

し，家 族 を 日曜学 校 に連 れ て行 っ てい る と

聞 か され ま した。 そ う して い る内 に，今 度

は ジ ョー ンか らの結婚 の知 らせ が届 き まし

た。彼 女 は ソル トレー ク神殿 で ， あ る帰 還

宣 教師 と式 を挙 げ ました。 それ に続 い て同

じ年 の 内 にホー ル姉 妹 か らの手紙 が 届 きま

した。彼 女 の夫 がバ プテス マ を受 け，r教会

の責任 を喜 ん で果 た してい る とい う内容 で

した。 そ して次 の年 ， ふた りは子供 た ち を

連 れて ソル トレー ク神殿 に行 き，結 び固 め

の儀 式 を受 けたの です 。

← ◆

← ヴ 　 ゆ ひ

心を変える
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その後 ， ホ ール兄 弟 は支 部長 ，副 ス テー

キ部 長 を務 め，今 はス テ ーキ部 の高 等評 議

員 を して い ます。 ジ ョー ンの夫 の デー ル ・

H・ ロー ブは監 督 の責任 に就 いて い ます。

ホ ール姉 妹 もジ ョー ン も活発 に責任 を果 た

してい ます。そ して系 図 を探求 し，700人 の

先祖 の た め に神 殿 の儀 式 を行 な った とい う

こ とで す。

ジ ョー ン ・マ ッカ ーサ ー は20歳 の時 ，必

要 とあ らば姉 の心 を変 えさせ よう と決 意 し

て ビク トリア にや って来 ました。 しか し彼

女 は自分 の考 えを変 え る勇気 を持 ってい ま

した。 真 剣 に主 に祈 り求 め る彼女 の熱 意 は，

おの ずか ら正 しい選択 へ の道 を歩 ませ た の

です。 賢 明 な彼女 の姉 ジ ェシー は，忍 耐 を

もって福 音 を説 き，後 の こ とは主 のみた ま
ゆだ

に委 ね ま した。

ふ た りと も自分 自身 の心 の奥底 の声 に耳

を傾 け る よ うにな りま した。 そ して多 くの

人 々 が彼 女 た ちの行 な い に，永遠 に感 謝 す

る ことで し ょう。 ジ ョー ン ・マ ッカーサ ー

は この教 会 に対 す る考 えを変 えた だ けでな

く， 生 き方 を も変 えた ので す。

』
』，繍

轟磯囎翻麟熱
舗麗欝
難鋼
蹴灘羅
、耽
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ちょうろう

ワ ー ド･W･ハ ン タ ー 長 老 は,

ハ むかしのことを齢 して,
はな

こう話 して くださ いま した。｢わた し

は,プ ライマ リーをそつざ よう して
う

か ら,バ プテスマを受 けま した。わ
ちち かいいん

た しの父は会員ではありませんでし
きようカもしも はしエ はは

たが(あ とで教会 に入 リま した),母
しゅう ちい し ぶ

はアイダホ州ボイシの小さな支部の
かいちよう

プライマ リーの会 長で,し ばらくし
カレい ちよう しゆう カセい じよ

てMIAの 会 長 にな りま した。集会所
へ や

には部屋 がひとつ しかなかったので,
きょうしつ つく

カーテ ンで しさ=って教 室を作 らなけ

れ ばな りま廿 んで した。カ ーテ ンを

しつ じ し ごと

ひくの は,執 事 の仕事 で した 。わた
きょうかい いん

しは教会員ではありませんでしたか
し ごと

ら,こ の仕事 をす ることはで きませ
しゆうかい しゅっせき

んで した。でも,集 会 には出席 しま

たい はい

した し,ス カ ウ トの隊 にも入 って い
しゆ う

ま した。わた しは,ア イ ダホ州のボ

イ シでイ ーグル･ス カ ウ トにな りま

した。

さい こ

13歳 の とき,わ た しはほかの子た

ち とちが って いるのが いや にな り,
う ちぢ

バ プテス マを受 けさ'せて ほ しいと父

いもうと おな

にいいま した。わた しと妹 は, .同U
ヴ つ

日にバプテスマを受 けま した。｣
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ちようろう さい

ハ ンター長老が20歳 の とさ,ス テ

ーキ部がそ しきされ
,ボ イ シワー ド

ぶ かいいん きょうかい どう

部の会員たちは教会堂をたてたいと
おも

思 いま した。す ると,か んとくさん
かいいん きょうかい どう

は会員たち に,教 会堂をたてるため
かね だ

のお金 を出すや くそ くを して くださ一

さい しよ

いといいま した。最初 にや くそ くを

ちようろう

したの は,ハ ンター長老 で した。ハ
ちようろう だ

ンター長老 は,25ド ル 出 します とや

ねん

くそ くしま した。｢1919年 の ことです
こ ども たい きん

から,子 供 にとって は大金で した｣
ちようろう

とハ ンタ ー長老 はお っしゃい ました。
ちょうろう

ハ ンター長老 は,ボ イ シのいなか

で笑さくなりました.ハ ンタ_魏
とう てつ どう し ごと

のお父さんは鉄道の仕事をしていた
しゆうまつ いえ

ので,週 末 に家 をあ けることがよ く

｢巾､冒,㎜｢-暫 炉r㎜ru.
一

睡 鐵劉 盈灘謹灘響遡乱蝦 聖
P

岬



εシ

判♀卑∩翠q｣。卑∩2.皐#¥卜{z刈
監鼎

爪訴/‡i1冥普一6/てV`9⊇⑦i爵壬
9曾9門警2=

｢o真ユ⑦卑(二畢∩ユkへ姻身ツ瑳潭ヨ.

,レ年4一≦卑翌⊆ト〔1～9`ユ⊂雷rl曳¢q
繰～黍等畔

=?弾車`}〔rg⊇?Q卑∩宰∩皐皐姻
露〉

点`ユ⊂量?⊆甲昇･491?印畢～鐸}
皐〉緊畔望暫

∩卑q:『。攣身ト〔r詳ツ噺〔!#卑?曾tk

>ユkへ切皐車』o妥∩宰kへ
露>

kへ⊆⊇}〔1善`皐=?曾攣
暫%

。卑懸

､騨
∩畢∩攣僻⑦⑦購〉'灘i翻

`
(↓町｢壬･あ`(↓1脈へ♀(↓

抑マ勲↓14調

`‡iPlq⊃1。障∩睾k､ユ⊂

畢∩丑(1?ρy曳〔1⑦n♀(吉(↓ωq潔〉

⊃に1妾判魯。卑∩畢∩卑ト〔≠習･｢!‡il]
軍,ア1豪=

99⑦準o障∩;L/y耳宰∩卑判u-r}
マく､

私4身ユ千障孕r〈ζ軍1旦`ユ⊂攣 q¢1舅軒

⊃】9⊃=?⑦票9`9⊃一.甲孕∠s⑦9
謬1ユ

⊆q4髪刈。卑∩ユ/y昇…睾∩攣rl準

卑`翠1⑦降⇒r四y⊃1⊆宇⑦<7｣
翠く､

。#睾qユ∩〉∩卑

∩qユ=?=?/y♀一/ミロ図偉ユ煮7`‡iI
罫､

髪普一6〈v。翠∩準∩2駐〉∩表
臼セ｣丁～評事ω鐸

=?v♀一4ロ刃⑦覇⊃1>?`零1冥普
えも躯19セを了暫

一6!てv。卑∩宰∩畢?⊇身～払へ9

､､ユ⊂9}遡篭`鐸ユ。妥∩睾n卑
〉藷･4

{聾Eゴ8…主享ε861/菓(0;跨蚕

と♪ぎ/7×F･/て一石E!ぎ膠9 1な勲

▲ヴ

沸

込

唖

寧

酔
ヒ 釜

懲
蝿纐藝｢･'

.趨

鐸

,･警

撃



せ わ

ヒョコをか って,世 話を していま し

ちち こ や つく

た。父 は,ウ サギ小屋 を作 ってくれ

ま した 。それから,わ た しはデー ジ

な まえ こ いぬ
一 という名前の小犬 をか って いま し

とも

た。デー ジーはわた しの友だちで,

わた しの行 くところな らどこへでも

ついてきま した 。
あつ

わた しは,も のを集めるのがす さ

なん あつ

で,何 でもかでも集めていま した。

きっ て かね とり あっ

切 手や,お 金や,鳥 のタマゴ'まで集.
いえ とお

めま した 。家か らそう遠 くないとこ

ろに,ぬ まや,ガ マの はえていると

も欝

書

き

ころがあ りま した し,い ろいろな木

し

もあ りま したか ら,み なさんが知 っ
とり

ている鳥 はみんなや ってき ました。

ですか らいろいろなタマゴがい っぱ
あつ

い集 ま りま した。｣

ちょうろう おん かく

ハ ンター長老 は,音 楽 がす さ にな

ちょうろう

りま した。ハ ンター長老 はピアノ,

サキソフォー ン,ク ラ リネ ッ ト,ト

ランペ ッ ト,ド ラム,そ れか らマ リ

ンバもな らいま した。そ して ダンス
つく かっこう

バ ン ドを作 って,学 校 をそ つぎょう
きゃくせん

する と,客 船 のプ レジデ ン ト･ジ ャ

壁 講

審

熟

懲

鷲,

44



9P

｢。#』).>9皐身

(二昇kへ妥qユ:?`判理日。kへ♀昇〉
畢し=[

ユ⊂kへ⊃1⊆甲1}一臼(二母理日`c卜]身
畢し=}

v》⑦〉丑牽。ツ昇宰rl攣鐸⊂マ･Ω 4
`翠}⑦毎kへ払〔1⊆甲⊂ρ〉

;是]理E
4勇し=[

.kへ♀障〉ユ∩コ⊆甲〉畢具鴛`qユ

⊂雷?卑⊂､(r身∩孕?⊇(ρ1;?到〉是二
,窪4

旱1⊆甲皐｣。真睾kヘユ⊂4∩⊂理?

⊃匹宇曾一臼⊂孕理日q]卑=¥i静壬⑦
薬し=,黛二～=

中kへ､(!耳`ユkヘユー自⊂皐2呈日?⊂#
｣4q舜しコ

9､〔z9⊇⑦i静壬`判髪智一6!<＼r
僚2=もセぽ曾

『。甲#ユツ身マ⊇⊆kへ?

卑⊂♀烈〉ユζ卑攣卑孕(ρq･kへ∩q♀

Ψ⊃}皐マkへ∩(‡♀､仏〔隣仁申孝`翠1(Okへ
翠皐ヤr･厚

∩9ア臣(き曳(!#二L。Cf)∩二L⊆老』

Q卑∩睾kへ◎∩⊂卑⊆:2‡il誉弘〔1¥:

を巧【1詳

髪4瓜△`?⊆qマ『真宰kヘユ米コ
舜

翻⊆藁レ‡iト17∩曳〔1∩`q‡il』ト〔1∩卑q
畢24し峯q

o卑∩宰kへ(盛∩⊂理?『⊆甲∩ユ⑦

卑⊂､〔z払(!(レマ⊂･Ω⊆解`‡ilユ宰く7
4し羊q

Q4羊㌧■ト〔≠∫叫`⊃
一qへ∩(きア臣』`牟1

=牌

智4み(r:¥:髪4瓜△`?⊆呈マ『､〔!v
ぱ象u喜【､

耳睾rl攣判♪q∩(きア匝』畔∩妥q

o
.真､).94望⊂雷?曾皐ゐ〔Zマ2> 分窪

緯ユ⊂宰∩皐>9皐(0区lkへ判⊃rしト⊇

o卑∩睾､ヘユ∩皐⊆ミ≧⊆`‡…n卑(‡

{聾･』r8ゴ享ε861/耳襲(0≡珍誼

。卑∩睾皐､へ⊇n嬰⊃1誉!y《z¥泥4爪

尋‡1｣r暫い弾

△畢?⊇⑦妾`皐團皐?⊃卑ミ≧》}〔!
繋

一6一τヨ<[受皐⊇.⑦?⊃～}tヒY
覧1

母⊆捌⊆甲∩⑦(}互旦魁(き哩Y⑦辞 γ季〉咲辺γ乃=～o◎｢

ミヲー'阜一τヨ/て[曾卑`翠1∩;¥(‡｣
,u

。障∩睾､へ♀詳〉ユ∩{醒c2`畢=?⊇

毎‡1

⑦皐?卑kヘユkへ(き卑‡iiユ∩マ普弓⑦
ぽ塾【､･4

竜9甲皐困kへ一臼`宰1昇普一6<v 【､4妻⊆r～ゴσ曾

｢。v昇宰n攣

ト〔1?2卑∩ト〔1⑦鐸2一`旱141昇(ρ1Σ
争､

#v降⊆雲障一rl△泥ζ;二。卑∩宰

rl(‡畢ユ省r考と一nと,レ⊆r⑦中へ〔!
》艸ユ

昇翠n卑q。甲#ユツ卑kヘユ⊂(喜(}

由701Q卑∩ユ〆y]皐昇(∂一吾､レV図
γ弊

∠⑦一rlと♪{r`鞘⑦卑⊂罪皐#

:¥}(r∩認q｣。卑∩準kへ(↓∩cεP⊆
q詳

2`ユ∩需､へ粗7母?⊇⑦/y⊃1皐耳卑
詳㍗畔

9kへ9q‡i陽普一6<v。#ユ毎v
9?』物宰

､¢号罐‡iト17ユ∩}o#睾rl攣(年マ⊇
q4』了華翠k､

卑⊂罪吾臼呆±一壬'ど(壽〉マ/y曳〔!`卑
』巧卑

宰b卑∩ユ普担(o-6<4η♪葦∠4
を了暫f｢.･字γ要'

*∩婁(ρ髪乙v`‡i}髪普一6<＼r
9㌢ぱ曾

。卑∩畢∩⊆}ツ｢ζ`ユ2身くヨ
.

rl♪て二`宰日`国中`寧困くV⑦髪
γ淵しコ〉コ卿侮9～ご

普一6<v。卑∩宰∩q:≧β毫国身9 ｣物=1>

kへ9kへ⑦∠≦∠`ユ⊂⑦⊃ト告く八∠7
9二



継潮

　　
､轡!

纏鯉1磁･欝 噸 蝉 嘱

惣

覧鍵

峨

蓬

癖
器
難

畑弓
♂
撮

麗
鴛

謙
薄
b

･纏

。.

"繊

せ つ しょうしゃ あ

崩 上車がスピードを上げると,ヨ

エージクのコートをアラスカ
かぜ

のいてつくような風がふきぬけた。

工一ジクはうきうきしていたが,
とう

こわくもあった。お父さんについて
かぞ

ジャコウウシを数えにいくのは,こ
はじ

れが初めてだった。
とう ニえ

お父さんのユカックの声がした。

騨 晦蜘欝･ 囎

ほ くは,
で あ

｢しっかりつかまれっ1む れに出会

とう ゆき おか

うころだ。｣ヌ ニパク島の雪の丘に
かせ おと き

は,モ ーターと風のうなる音 が聞
かぜ

こえるばかりだった。ふきわたる風

のために,畳 の螢はなめらかになら
しろ せつめん

されていた。かたくなった白い雪面
ふゆ よわ ひ

に,冬 の弱い日がさしていた。
とう

｢い たぞ。｣お父 さんが さけんだ。だ
せつじようしゃ

んだんスピードをおとし,雪 上車は

とまった。｢モ ーターはまわしてお

くんだ。とめると,こ おっぢまうか
あ

らな。｣ユカックはライフルをとり上

げながらいった。
せつ じょうしや

工一ジクは雪上車からとびおりて,
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た。すると,ほ かのジャコウウシも
あ

それをかんじとり,お しあいへし合
ちい

い しながらわ を小 さくした。工一ジ
とう あ,,裏 。

クには,1頭 が頭 を前 につき出 して
み

いるのが見えた。ひつようなら,た

たかうそというふうだった。
はし

｢やつらは走るのがはやい。おどか

したりしては,い けないよ。｣ユ カッ
こ ごえ とう こおり うえ

クは小声でいった。2頭 が氷の上を
まえ で

すべるように2,3メ ートル前へ出

た。

とつぜん,そ のジャコウウシは,
しん

はなをならしながら,と っ進してき
あ

た。ユカックはとび上がってジャコ

ウウシのこうげきをさけようとした
み

が,身 をかわしきれなかった。ライ
こおリ

フルはふっとんでユカックは,氷 の
うえ だ

上になげ出された。
こおり

工一ジクはわけもわからすに氷の
うえ こえ

上にたおれながら,さ けび声をあげ

た。すると,お びえたジャコウウシ

は,ば くはつしたようにわをこわし,
そう

ぼう走しはじめた。
た あ

工一ジクは,よ ろけながら立ち上
こおり うえ とう

がり,氷 の上にたおれているお父さ

んにかけよった。
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とう

｢お父 さん ,だ い じょうぶ?｣工 一
おおこえ

ジクは大声でいった。ユカックは,
め て

目をあけておきあがろうとした。｢手
くび い

首 が……おれた らしい,む れは行 っ

て しまったのか?｣
とう

工一ジク はうなすいた。｢お父さん,
た

立 てる?｣

｢う でをまっすぐにしなけ りゃな｣

そういって,ユ カ ック は,は をくい

しばった。

｢で も
,ぼ うなんかないよ。｣工 一

なに

ジクは,何 かかたくてまっすぐなも
み み

のを見つけようとして,あ たりを見
ほっきょく ちか ゆき

まわした6し かし,北 極に近い雪の
ばら なに み

原には,何 も見あたらなかった。

工一ジクは,す ぐそばにあるライ
め

フル に目をとめた。｢ライフルがある､
とう つか

よ,お 父さん。ライフル を使 えばい

いよ。｣工一ジクはいった。
かんが

｢それはいい考えだ。｣ユカックは

うなすいた。
て て

工一ジクは手ぶくろをはめた手で

ライフルをとり,だ んがんをぬきと

った。それから,ラ イフルの畿首を
とう

お父さんのそでからひじのあたりま
じ ぷん かわ

でさしこんで,自 分のコートの皮ひ
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ぼくのにっき
よ っ くん は,わ すれ ん ぽ うです 。 お とう とが か い

おお

だ ん か らお ち て,わ ら って は い けな い とき に,大 き

な こえで わ ら って しま った り します 。 それ に,ま っ

す ぐお うち にか え って くる の をわ すれ て,よ りみ ち

を して しま う こ とも あ ります 。

で も,け っ してわ す れ な い こ とが あ ります 。 よ っ

くん は,そ れ をね る まえ に します 。 それ は お いの り
だい

で はあ りませ ん。 それ は,キ ンボー ル 大 か んち ょう
たいかい

が,大 会 で い つ もお は な しす る こ とで す 。 それ は,

に っき をか くこ とで す 。
にち

よ っ くん に,ま い 日どん な こ とをか ん がえ,ど ん

な ことをか ん じて い るか き い てみ

繊
2

稼 懸潮

亀 ℃ 灘

ー
ー
…
ー

窒

7
～

i

ま しょ う。 そ う,に っきを みせ て

も らい ま し ょう。

3が つ18に ち ぼ くは,プ ライ マ

リー の プ ログ ラム で,せ い さ ん
かい

会 の とき に,う た をうたい ま した 。

4が つ2か き ょうはか ぞ くで,

イエ ス さ まの お は な しの テ レビ

をみ ま した 。 お と うさん は,し'

ゆう じか にか け られ た イ エ ス さ

まを み て,な い て い ま した。



きひ

;キn=≒卑(ニマ⑦〉捌`ト(z!y♀⊆2卑頸L⊃月z(ニト(z9

0卑∩睾､爪ヘマ`こf)⑦曾(昏∩c⊆八へ]

〉､(z卑:β犀♀(･2律⑦!y.)一`ト(葬!y♀卑､(z津。卑∩

♪ノy耳睾n卑〉(‡⊇q詠o卑∩準!｢ト(Z?律潭!y＼!

`?～Σ卑>9>o卑つ睾q
ト(Z'∠n(を6=～:⊇。∋乙つ

≧β皐kへ](き2｢τじL>彦､(Z`判⊆牢皐♀]引Cト(Z9
　さ

。真皐＼ヘユ(二∩:](2!y£1。真皐＼へ)
一(二∩`毫⑦

曾(ぎ∩¢(き＼へ).¢q=9≧=i)､へ∩劃),皐]＼へ､(Z⊆こP皐

⊇1>雲1`4宰♀〈≡二～律⑦1ソ).翠1>峯}`卑♪。真畢

＼へqg～=～卑卑＼へ卑〉卑皐＼へ]＼へ､(z⊆こP,ミi`皐2皐

=～。卑∩睾皐､へ]＼へ､(葬⊆牢皐ρL卑1y瑳､(ZO1⊂μ9

0乖ρL皐真::¥:μ(ノミ≧(レマ津`翠1>劉卑コ1∠1⊂
}(19 【､詳

o:;¥∩i睾》

`母⑦～Σ､ヘユ∩rl⑦､へ≦2)Aへ(二⊃P2⑦妾`μ'y♀

卑､(葬ε2。真λ＼へ∩ト(Z≧＼へ>2.巨`詳L!y]皐耳､へ∩

9卑卑⑦､へ《Z⊆牢皐`‡!11y♀卑､(Z律卑コ19Z(ニト(Zウ

。:;¥∩

準tヒ〉ユρ#卑`}(z1y♀攣､(z♀?!y♀(レ=?津。卑

∩宰∩毫く'∠爪!『訊泣⊆φ⑦＼ヘユ製(Z阜⊇1∠IC畔セ

。卑∩睾､へq
=卑『)卑卑弾1y＼へ皐¥⊆⊂レ`‡11>割

ヰヰ
o卑∩≧βn､へ‡～1]1y1ζ卑(≧f)`:β1>劉

､(ZOIC畔セ



52

リスの た め に,た べ も の を くれ ま した 。 お とうさ

ん は,キ リギ リス を しなせ た くなか った の です 。

お とう さん はか み さ ま の つ くった もの はみ んな,

い た い とか,く る しい とか,か んUる の だ といい

ます 。

6が つ26に ち き ょうは,おUさ ん の うち にい さ ま

した 。

6が つ27に ち キ リギ リス を にが してや りま した 。

キ リギ リス だ って,お うち をは なれ る と,さ び し

い とお もい ます 。

6が つ30に ち き よう,あ か い ア リン コが トン ネル

を つ くって い ま した 。 て んの お と うさ ま は こんな
ちい おお め

に小 さな も の を つ くった のだ か ら,大 きな 目が あ

る の だ とお も い ます 。 ぼ くは,ア リン コの あ しが

どん なふ う にう ご くの か,み え ませ ん 。

7が つ5か き ょう は,ひ いお ば あち ゃ んの た ん じ

ようびで す 。 ひ いお ば あ ち ゃん は ほ ん とう にお ば

あ ち ゃ んです 。

8が つ13に ち お じいち やん のお はか に,き れ い な

は な を も って い き ま した 。 おUい ち や んが い な い

と,さ び しい です 。
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東京北スデデ灘部穣構支部 小金澤 篤子

國
が どのような芸 能生 活 を送っているか

を,赤 裸 々 にお話 しよ う と思 い ます 。

また,末 日聖 徒 の中 に も芸 能界 に進 み た い

方が お られ る よ うな ので,少 しで も参 考 に

なれ ば と思 い ます。'

私 は今 か ら12年 前 に末 巳聖徒 にな りまし

た。 そ して一番 純 真 な少女 時代 を活発 な教

会 員 として過 ごし ました。 同 じ信仰 を持 っ

た母 や妹 に も助 け られ ましたが,こ の時 期

に何事 に も動 じない信仰 を養 った こ とが後

年 の私 を支 える原動 力 にな って い ます。 た

だ純 心 に神 を愛 しキ リス トに憧 れ,従 順 に

戒 め に従 い ま した。 多 くの罪 も犯 し ました

が,お お むね模 範 的な聖徒 だ った と思 います。

私 は外人 の秘 書 とい う希 望 の職 業 に も就

け ま した し,多 くの兄弟 や教 会外 の方 との

楽 しい交際 もあ り,満 ち足 りて い ま した。

で もあ る日の失 恋 が きっか けで,本 当 にや

りたか った こ とをや ろ うと決 心 しま した。

朗 読 した り,歌 った り,踊 った り,芸 事 が

小 さい時か ら好 きだ った私 は,ア ナ ウ ンサ

ー とか 声優 にな りたか った ので すが
,当 時

十代 で あ った私 に は恐 い芸 能界 に飛 び込 む

勇気 はあ りませ んで した。 何 年か して,こ

の 時は何 とか 自分 は大 人 だ とい う 自覚 が持

て ま した。 そ して… …俳優 養成 所 の門 を く

ぐった のです 。

さあ,そ れ か らが大 きな試練 の始 ま りで

す。希 望 に胸 ふ くらませ て入所 した女子 同
お と め ほお

期 性 の6割 は処 女 で あ った と思 い ます。 頬
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気 だ,仕 事 の 範囲 を狭 め て ど うす るん だ｣

と言 われ,私 のマ ネ ジメ ン トを続 け るか ど

うか討 議 され ました。 その 時 は本 当 に半 分

あ き らめ ました。 や は りこの世界 では生 き

てい けな いの かな と… …。 で も正 しい こと

を してい る 自負 はあ りました。私 はそれ ま

で 与 え られ た どん な小 さな仕 事 で も不 平 を

言 わず 引 き受 け,一 生懸 命頑 張 っ たつ もり

で す。

神様 は こ こで も助 けて下 さい ました。 広

告会社 の人 や デ ィレ クターか ら名 指 しで仕

事 が も らえ,ハ ンデ ィーが大 き くて も認 め

られ るよ うに な りま した。 テ レ ビ朝 日の ア

ニ メの レギ ュ ラー,NHK中2理 科 レギ ュ

ラ ー,TBSザ･ベ ス トテ ン黒 柳徹 子 さん

の代役 レギ ュ ラーが決 ま り,フ ジTVの イ

ンタ ビュー もた くさんで きる ように な りま

した。 感謝 して い ます 。

仕事 の付 き合 いでお 酒 の席 も多 くあ りま

す。 ムー ドを壊 さず,溶 け込 みな が ら 自分

を守 るの は難 しい こ とで す。 ジ ンジ ャエー

ルで通 してい ます が,カ ラオ ケバ ーへ も,

デ ィス コへ も行 き ます。 こ うい う部 分 は,

ご く若 い皆 さん には真似 して欲 し くあ りま

せ ん。 最初 にお話 しま した ように,少 女 時

代 は その よ うな場 所 には出入 りし ませ んで

した。今 大入 として分別 が つ くように な っ

た ので,自 分 で コ ン トロールが で きるのです。

年 齢 に関係 な く,今 弱 い な と思 わ れ る方

は十 分 な証 を育 て てか らにして下 さい。今

強 い と思 わ れ る方 は,弱 い と思 う時の100倍

用心 して下 さい。

人 に は それ ぞれ の道 が あ ります 。神 の 国

の義 を ま っす ぐに求 め,こ の世 的 な もの と

かか わ らず清 らか に生 活 で きる方 もい らっ

しゃい ます。 その ような方 は本 当 に幸福 で

す 。私 は で きる限 り多 くの方 が そ うで あっ

て欲 しい と願 って い ます 。私 の よ うに,こ

の世 的 な試練 の中で神 の 娘 として生 き るの

は とて も苦 しいか らです 。

例 の 一 件 以 来,私 が 末 日聖 徒 で あ る こ

とが広範 囲 に知 れわ た り,良 くも悪 し くも

まず末 日聖徒 として見 られ る ように な りま

した。 これ は本 当 に辛 い こ とで もあ ります

が,ま た誇 らしい こ とで もあ ります。私 の

一挙 一動 が責任 の重 い もの にな りました
。

キ リス トの み名 を受 け る とは,そ うした こ

とだ と思 い ます。

辛 い時 は キ リス トの瞭 罪 を思 い ます。 万

人 の た めに命 をお捨 てに な った方。 私 はだ

れの た めで もない,自 分 のた めに苦 しみ成

長 してい くの です もの。(こ がね ざわ･あ つ

こ 板橋 支 部扶 助協 会教 師)

億麟 齎凌畑 ξ∋冒
璽@)ξ聰

一 大阪堺ステーキ部堺第2ワ ード

部の青少年が呼びかけ一

国
たちが 所属 す る堺第2ワ ー ド部 で は,

去 年の 夏 か ら青 少年 が 中心 とな り,

ボ ラ ンテ ィア活 動 の一環 として｢使 用済 み

切 手運 動｣を 行 な ってい ます。 この運動 は,

一度 ス タ ンプを押 され た切 手 を集 めて換 金

し,BCGや レン トゲ ンフ ィル ム な どの医

薬 品 をア ジア の開発 途上 国 へ送 り,飢 えや

病 気 に苦 しむ子 供 た ちを救 うた め に役 立 て

よ う とい うもので す。

最初 は切 手 の集 め方や,ど こで切 手 の取
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末日聖徒初の市会議員

挑戦記
レポータ ー

国
月 に行 なわ れ た統一 地 方選 挙 に大阪

北 ス テー キ部か らふた りの 兄弟 が市

議 会議 員選 挙 に立候 補 し ました。 高槻 ワー

ド部 の 山本 五 一兄 弟 と岡 町第1ワ ー ド部 の

中川敏 一兄 弟 です 。私 は この ふた りの兄 弟

の友人 として選 挙応 援 をさせ てい ただ きま

したが,特 に中川敏 一兄 弟 の応 援 を通 して

の体 験 を報 告 させ て いただ きたい と思 い ま

す 。

立候補 の動機 は主 に次 の2点 で した。 第

1に 税 金の使 われ方,第2に 教 育 問題 です。

ひ と昔 前 まで は,東 の鎌 倉,西 の豊 中 と言

わ れ るほ ど教 育 レベ ル の高 い市 で したが,

現在 で は平均 的 な レベ ル に下 が って し まい

ま した。 市会 に出 て市政 を変 えた い との思

い が中川 兄弟 の立 候補 の動機 とな りま した。

準 備 を開始 した のは,昨 年 の10月 です 。
しろうと

週 に2度 行 なわ れた この道素 人 ばか りの作

戦 会 議 は,し ば しば深 夜 に わた りま した。

まず後 援 会 の組 織 作 りで す。 事務 所 を借 り,

今 年1月15日 の後 援会 新 年会,3月15日 選

挙 事務 所 開 き,支 援者 を募 るた め にあ らゆ

る友人 知人 に立候補 の動機 を伝 え る後援 会

名 簿作 りな ど,目 ま ぐる しい 日々 が続 きま

した。

告示 日 まで まだ2カ 月 あ る,な ど と考 え

大阪北ステーキ部

守谷 歓 二

(岡町第1ワ ード部第一副監督)

て いる内 に,す べ きこ とを一杯 し残 した ま

ま,10日 間の選 挙戦 はい よい よ本 番 に突 入

して しまい ま した。

｢豊 中市 の有 権者 の皆 様
,お は よ うご ざ

い ます。豊 中市 会議 員候 補,無 所 属新 人 中

川 敏一 が立 候補 の ご挨拶 に参 りました。 豊

中生 まれ,豊 中育 ち,豊 中を こ よな く愛 す

る者 のひ と りで ござい ます。 若者 に夢 を,

ご老人 に愛 を,行 政 に心 を!… …｣の キ ャ

ッチ フ レーズ で通 勤 途上 の有 権者 に米 つ き

バ ッタの ご と く深々 と頭 を下 げます。 私 も

ず らりと並 んだ ウグイス嬢 に交 じって大 声 で

訴 えま したが,不 慣 れ なた めす ぐに声 が か

す れて しまい ま した 。

選 挙事 務所 で は紹 介者名 簿 を票 にす るた

めに電話 をか け ま くる人,選 挙 ハ ガ キ を書

く人,ま た ひ っ き りな しにか か って くる電

話 の応対,来 客 の接待,食 事 の準備 な ど,

ネ コの手 も借 りたい とは この ことか と思 え

るほ どです。 ほ とん どの協 力者 は昼 間 は仕

事 を持 ってお り,夜,奉 仕 で協 力 して くれ

ま した。 それ だ けに候補 者 の妻 で あ る中川

勝 世姉 妹 の気 の使 い方 は相 当 な もので した。

｢当 選 した ら
,次 回か らは 自分 たちで や

れ よ。 も うこんな 多忙 は ごめ んだ よ。選挙

なん て手 をだ す もの じゃ ないね え｣と 言 い

たい放題 です。 もっ と も私 もその中 のひ と

りで したが 。
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た まの 力で あ る｣と いつ も思 っ ては い ます

が,主 の戒 め を守 り神殿 に入 る信仰 強 い政

治家 もい るべ きで はない で し ょうか。

いつ の 日か,次 の選挙 に出 よ う とす る兄

弟姉 妹 が,告 示 の前,神 殿 でそ の思 い と願 い
かな

を問 い,そ の思 いが適 え られ る 日を夢見 て

い ます。(も りや･か んU)

4日 間 の神殿

参入 ツアー
札幌西ステーキ部から

59名 が参加

囮
幌西 ス テー キ部で は5月3日 か ら6

日まで の4日 間,第3回 神殿 ツア ー

を行 ない ま した 。札 幌 ステ ーキ部 の5人 の

参加 者 を含 め,59人 の兄弟 姉妹 は恵 まれ て,

東京 神殿 を訪 問 す る こ とがで き,大 きな感

謝 と感激 に満 た され ました。一 足先 に行 っ

た数 名 の兄弟姉 妹 を除 い て,

私 た ちは 日航機 に乗 り込 み,

私 た ち末 日聖 徒 とほ かに も

う一 団体 程度 の乗 員 しか い

なか ったた めに,空 席 だ ら

けの貸 切機 の ような格好 で,

3日 朝9時50分,千 歳 空港

の滑走 路 を東京 羽 田へ 飛 び

立 ち ました。

今 回の神 殿訪 問 で は宿 泊

所 が設 置 され た こ とによ っ

て,今 まで都 内の ホテ ル ま

で行 き来 した時 間が短 縮 さ

れ,ま た滞在 期 間 も2日 間

か ら4日 間 に な り多 くの神

殿 の儀 式 に あずか る こ とが で き ました。

5月3日 の札 幌大 通 り支部 の松 永兄 弟 と

山 口姉 妹 の神殿 結婚 の儀 式 を初 め,亡 き夫

との夫 婦 の結 び固 め を受 け られ た金木 姉妹

や,夫 婦 の結 び固 め を受 け られ た3組 の夫

婦,自 分 の先祖 の身代 わ りの結 び固 め を受

け られ た宮 川姉 妹,青 山姉 妹,自 分 の先祖

の バ プテ スマ を受 け られ た 中川姉 妹,宮 永

姉妹,滝 川姉 妹 等 を含 めて,死 者 の エ ンダ

ウメ ン トの儀 式 な ど,4日 間 にわ た って受

ける こ とが で き,私 た ちは確 か に主 は生 き

た まい,福 音 は真 実 で ある ことを喜 び を持

って感 じる ことがで きま した。

札 幌西 ス テー キ部 の死者 のバ プテ スマ は

4日 と5日 の2日 間 にわ た って実施 され,

27人 の 身代 わ りに よ り数百 人 の先祖 た ちの

死 者 のバ プ テス マ を受 ける こ とが で き喜 ん

でい ます。

5月 のゴ ール デ ンウイー クには,丁 度 福

岡 ステー キ部 と名 古屋 ス テー キ部 か らの神

殿 参入 グルー プ と一緒 に な り,金 曜 日の午

畷璽 嘘轟
義

､

職 謹蟹
●札幌 西 ステ ーキ 部の教 会 員 。東京神 殿 で は5月 の ゴー ルデ

ンウ イー ク中 に956件 のエ ン ダウメ ン トの儀 式 が行 なわれ た

60



T9{}冒8書ε851/翼1ω峯}面

獲｣罪薩呈4叩9く字□⑦Y年4(鱒顧↓偉
。4つ季雰誰

累爵Ω3Ω劉4勲導9R9マコ々(汐曝尋つ･鞍

⑦噸罐耳つ畔つ。4つ峯α(牢掬條4峯`2

｢q遊馨ユ判α塁21(oq身(へ(}}(1身｣判Y

軍04つ準/1【へ爵gr壕Q塀9ζ⑦ミ弄[摺2ウY…ξ

7肴母るべ･4を垂(∂く字G策罪埋日瑳耳日⑦髪

。4つ寧Qq鞠R｢〈へ尋算尋半に1寡曇塔管

歪劉認軍。(へ身緊こL(〆R｣(ラ鰹壕つ碍}⊂L圭
`α響豪Q評

く字〉辱¥判Y年:`鋼4穿撃ξ

/(4キ≠ぞ濠ム×4;。乙き/2{日ε1目z⑦謁鼎

藤z`21。〉.匡)藷!瀦母･(γ:!呑/1⑦目回1

。4つ峯穿〉}勲蒼弓･(×

孤4α障/ソ#2?蓄》21薯蝉些目瑳耳`蝉#

JY軍4q}G呈毒屡口くへG皐R｢【へ尋肇

号≡翠1当!Σ勲蚕2身ム×4∠y}つ峯。くへ尋

翠悔射誉管勲蒼母/(×!魚4。塚!妾4母輩璽

21つ埠剣亘螺｣`鋼4つ嬰母マ:2曾馨⊥}つ

晶鯉濠獲鰹准§鯉章罐耳`(汐碓(汐目1右くア
。4つ寧つ凝劉2沼婆1曾》墓藤弱2141詳4

ヨ濃二窪瓢呈㌔謡回

を睾餌:丁

腿H一乙醤､｢1

脂キー壬'∠駿雅麟[属

一当)免(o¥～窮･､ヨ瑠隻一

寸!〈44∠:

⑦9～(1響嘱

(幽r悶ド:曽

禦墨…叢豊到畢ギー.ζ×巫割｢半:一〃一藩/1)
04峯てへ}G聾9f身擁･字歪禦21聾騰壕く字

葺⑦年`つY毒鰹2γY(0!ソ撃>4`歪9尋

⑦(緊(∂覇蝉窺宵(oo翼一§4嶺由孝(汐2。事翠

【へ溜Rq4皐qユ(!浮〉厚12宗々率濠戻⑦…ξ

`0:f2R2曾4‡Y彰･2嫡暫申孝ン謡`
,}⑦4つ

翠6尋〉皆皐身Qアブ1一よ4弱圏終翌吾峯

塁(へ判コ勲q〔9【へえ團唾}翠19く字夏{製非蓄くへ

翠Rq翼。#峯(へ留Rくへ40尋21圭くへ罐(∂

甲･く著4`}つ晶袈濠稻鰍ン謡(条9螺算2

。4峯【へ2
.つ禦劉コ瞥4…簿蝉寅暫(o>多ぞ

軍4G撃⊥}}避母嶺由叔処但(へ翼尋9ア(o

章車。4つ3/ソ吾翠皐ユ轟R2?Y21猶尉

劉螺創泓¢身ユ季髪ム＼《}誤･←翠悔4吸
。4つ峯雰ユ鰹Rコ森2曝〉つ議壷¥冬

認4q濠呈呈塀鉢諏笛隆9【4･㍗6f21ン阜⑦

謁象纏1戯⑦〉多･きン隼(∂ミラ普嶺申孝幽⑦2
。4つ峯くヘユ

算§翌呈2再9⑦ρ量判碧:嶺瞬マ｢9fつ3

管…紗母醤2呈蜂罪堰にくア｣o事ユ(∂:¥算確尋身蝉

箪劉⑦→･く/4誕･く丁(0勃996詠醜醸121

ユ累?享章魏}》認豪･くE4!虞舞⑦(ラ4謁

婆鋤4偉+鋸讐苺嬢鞍緊羅即霊::聖Φ牲國:;



泊÷カルペ』斗鐵凝 苺i聾難露1鞍葦碧

の よ うな者 に神 の使 い が来 て下 さった こと

を感謝 し ます｣と い う言葉 で した。私 は主

人 の祈 りを聞 きなが ら温 か い もの に包 まれ,

涙 が あふ れて しか たあ りませ ん で した。 そ

して3回 目の レ ッス ンを終 えた時,は っ き

りと｢バ プ テスマ を受 け ます｣と 言 い ま し

た。

一瞬 耳 を疑 い ました
。奇 跡 が起 こった の

では ないか と思 い ま した。 思 わ ず宣教 師 と

子 供 たち と共 に,ワ ッ と喜 びの声 を上 げ ま

した。 私 と子供 た ちがバ プ テス マ を受 けて

か ら4年 の 間,機 会 あ る ご とに教 会 の話 を

し,バ プ テスマ を勧 め て もガ ン として受 け
いや

入 れず,最 近 で は教会 の話 をす る と嫌 な表

情 を し,声 を荒立 てる こと もあ りました。

で すか ら,こ の 時 は本 当に祝福 され てい る

と強 く感 じ ました。バ プテ スマの 日まで,

奇跡 が起 こった と思 い続 けて い ま した が,

何 もしない ところ に奇 跡が 起 こるはず が あ

りませ ん。主 人 のバ プ テスマ は私 た ちの奉

仕 に対 す る神 様 か らの プレゼ ン トで あ った

の です。

それ は1982年,教 会 堂建 設 の計画 が具 体

化 した時 で した。 多 くの建 築資 金 が必要 で,

一人 一人 に チ ャレ ンジが与 え られ るか もし

れ ない とい う話 を聞 いた時,私 は監 督 か ら

チ ャ レン ジを与 え られ る前 に自分 で収 め る

額 と支払 う方 法 を決 めて主人 に相 談 し まし

た。す る と,｢君 が 良 し と決 め たな らそ うす

れ ばい い｣と 快 く承 知 して くれ ま した。10

回 に分 けて収 めて い くこ とに し,早 速4月

か ら始 め ました。

7カ 月 ほ ど過 ぎた頃,教 会 堂建 設 資金 に

関 す る教会 の指 針 が大 き く変 わ り,地 元 負

担 金が 少 ない額 で済 む よ うに な りま した。

小 禄 の建築 資金 も間に合 い,計 画 してい た

労働 提供 も しな くて済 む ように な りま した。

私 は 自分 が収 めて いる建 築資 金 を どう しよ

うか と思 い ました けれ ど も,当 初 の予 定 ど

お り決 めた額 を収 め続 ける こ とに しま した。

あ る時 扶助 協会 の会 長 に私 は 自分の して

い る こ とを話 し ましたが,｢上 地 姉 妹,あ な

た は建 築 資金 を収 めた こ とで損 を した とい

う気 持 ちが あ り ます か｣と 尋 ね られ,私 は

｢い い え
,む しろ満 足感 と喜 びが あ ります｣

と答 えま した。 その後建 築 資金 の ことは私

の頭 の 中か らす っか り消 えて い き ました。

教 会堂 が 完成 間近 にな るにつ れ,私 は それ

まで つぶ や くこ とが多 く,大 した こと もし

て いな い 自分 を省 みて,こ の素晴 らしい教

会 堂 に入 る資格 が 自分 に はあ るの だ ろ うか

とい う思 いが 強 くな り,不 安 が募 りま した。

しか し神 様 は そんな私 に対 して大 きな祝

福 を与 えて下 さい ました。バ プテ スマ の 日,

扶 助協 会会 長 が,｢上 地姉 妹,ご 主 人 のバ プ

テス マ は神様 か らのプ レゼ ン トです よ。 姉

妹 は教 会堂建 築 資金 を心 か ら喜 んで 収 め ま

したね 。 それ に対 す るプ レゼ ン トで す。今

姉 妹が 一番 喜 ぶ もの,そ れ は金銭 的 な もの

よ りもご主人 のバ プテ スマ だ とい う こ とを

神様 は よ く知 って お られ ます 。 しか も教会

堂 が完成 す る この2月 とい う月 にで す よ｣

と話 され るの を聞 いて,何 もな い所 に奇跡

が起 こ った ので は な く,確 か に これ は神 様

か らの プ レゼ ン トだ とい うこ とが 分 か りま

した。

私 た ちが心 か らの奉 仕 を行 な った り,戒

め に添 った生 活 をす る時,ま た｢天 のお父

様｣と 呼 び求 め る時 に確 かな返 事 が ある こ

とを心 か ら証 致 します。(う え ち･き ょう こ

小禄 ワー ド部 若 い女性 会長)
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時 期 で はなか ったの です。 そ して約3年 後
おおみそ か

の去年 の大 晦 日に,再 び｢伝 道｣と い う言

葉 が浮 か び上 が り,伝 道 に出 る決 心 を した

ので す。母 の了解 もふ た つ返事 で受 け るこ

とが で き ま した。

伝道 の こ とで私 の姉 妹 に相談 した ところ,

あ ま り賛 成 は して も らえ ませ んで した が,

｢韓 国 だ った ら行 って もい い と思 う｣と の

条 件付 きで認 めて くれ ま した 。 また,母 も

｢韓 国だ った らいい な あ｣と 言 って いた の

です。

ところが 当人 の私 は,わ が祖 国 で あ りな

が ら,行 きた くない気 持 ちで した。 しか し,

どうで しょ う,中 村武 史 ス テー キ部長 との

面 接 の 当 日に なる と,不 思議 な ことに韓 国

へ行 きたい気 持 ちで一 杯 に な ったの です。

そ して,さ らに不 思議 な こ とにス テー キ部

長 の 最 初.の言 葉 も｢ど う だ,韓 国 へ 行 く

か?!｣で した。.私は｢は い,.行 きたい で

す｣と 答 えて い ま した。

自分 の国 に対 す る偏 見 は,か な り根 強 い

ものが あ りました。重 くの しか か って くる

この世 の数 々の試 練 は,ほ とん ど祖 国が原

因 だ ったか らで す。

この ことが原 因で苦 し くて,自 ら他 界 し

よ うと して いた矢 先 に,1年 ほ ど先 に改宗

してい た姉 か ら福 音 を聞 く機 会 に あずか っ

た ので す。

末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教会 は,こ の

世 の煩 い をすべ て取 り除 い て くれ る憩 い の

場 とな りま した。 私 のバ プ テス マ会 と今年

の お正 月 に民 族衣 装 の｢チ ョゴ リ｣を 着 ま

したが,皆 さんが ほめ て下 さ り感 謝 して い

ます。

今 は もう偏 見 が,完 全 とい ってい い ほ ど

取 り除 かれ て い ます。 皆 さんの愛 に感 謝 し

ます。 また今 回の伝 道 は,神 様 か らの温 か

い プレゼ ン トだ と感 じ ます。

一宮 ワー ド部 で培 った4年 間 の愛 と神様

か らいた だい た愛 に よって,病 ん でい る人
いや

人 を癒 す ことので きる この教 会 の真 実 の教

え を宣 べ伝 えたい と思 い ます。 私 みた いな

者 が とい う気持 ち もあ りますが,神 様 が助

けて下 さる こ とを知 って い ます の で,き っ

とで きる と思 い ます。

ジ ョセ ブ･ス ミスが神 様 と御 子 イエ ス･

キ リス ト様 に まみ えた こ とを心 か ら証 しま

す。 主 は私 た ち を愛 して下 さって い る こ と

を証 します。 この教 会 が真 実 であ る こ とを

証 し ます。(リ･と み こ)

簿 …}

･》｢各地のたより｣｢私 の証｣｢職 業 と信仰シ

リーズ｣な どの原稿 を募集 しています。ま

た｢読 者のひろば｣に,今 月号を読 まれて

の感想文 をお寄せ下 さい。

引0月 号掲載分締切 は8月20日(必 着)で す。

投稿には必す連絡先(電 話番号)を 記入 し

て下さい。宛先:〒106東 京都港 区南麻布･

5-10-30末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会｢聖 徒の道｣編 集室。

■渋谷ブ ックセンターからのお願い

･》ご住所･お 届先変更の場合は,新 住所だけ

でなく,必 す旧ワード部/支 部名 と1日住所･

新ワード部/支 部名 をも記入 して下 さい。

ウ｢聖徒の道｣を途中から予約購読される場合

料金は次 のよう になっています。(10月 号

よ りお申し込みの場合 は,で きるだけ'84年

12月 号までお申 し込 み下さい)

'83
.8一"83.12

800円

'83
.9'83.12

640円

'83
.10→'83･↑2

550円

'83
.10-x'84.12

2,680円

'83
.11→'84.↑2

2,520円

'83
.12→'84.12

2,360円
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汝 らの神 の み こ ころ,お よび 多 くの難難 の
つ

後 に続 い て来 るべ き栄光 に就 きて は,現 在
もつ

肉眼 を以 て これ を見 る こ とを得 ず。
ゆえ

多 くの銀 難 の後 に祝福 は来 る。 この故 に

汝 らが大 いな る栄 え を受 くべ き 日は来 るな

り｣(教 義 と聖約58:2-4)の 聖 句 に慰 め

を得 る様 が 克明 に記 され て い ます。

彼 女 のお母 様 の了解 を得 て,数 日分 の 日

記 を引用 させ て いた だ き,彼 女の 証 の一部

と した い と思 い ます。

｢昭和56年12月8日 入 院 した くなか っ

た。手 術 だ なん てそ んな にひ どい とは,自
がん

分 で も信 じられ ない。『癌 の疑 いが あ ります

か 。』 『はい,あ ります。』 シ ョ ックだ った。

主 は私 を見 離 され た と感 じず には い られ な

か った 。 お祈 りして,み こ ころにか な うな

らお側 に と話 した のに,心 の弱 さか らか ひ

ど く突 き放 され た感 じが した。 どう した ら

い いの か分 か らな い。 まだ生 きたい。

12月25日 見舞 客,長 老た ちが 毎 日来 て

下 さる。 親戚 の人 た ち,近 所 の人 々,教 会

の人 た ち,家 族 の愛 に心 が温 か くな る。 た

くさんの プ レゼ ン トと手紙 を頂 い て,と て

もうれ しい。母 の愛 と親 切 に感 謝 は尽 きせ

ない。

昭和57年1月10日 退 院。 寝 ころぶ と息

が で きな いほ ど腸が 痛 む。 しば ら くして落

ち着 く。 食 べ た物 を ほ とん ど吐 く。苦 し く

て眠 れ な い。 が まんで きな くて病 院 へ行 く。

体 重35キ ログ ラム,足 腰 は歩 くと弱 い。心

もす っか り弱 くな ってい る。

3月26日 この苦 しみ の 日々 に こそ,主

を信頼 す る心 を持 つ ことが 大切 と気 付 く。

今 までな か った不平 ばか り,信 頼 とは正 反

対,深 く反 省 して気 持 ち を持 ち直す 。 ……

吐 き気,痛 み,焦 燥感,絶 え間 な い。とて も苦

しい,そ れ で も耐 え よう と思 う。何 とか主

の力 を借 りて,ど んな にみ じめな境 遇 で も

永遠 の生 命が ある。試 練 な らば(判 読 不 明)

の よ うに出 て これ るよ うにが ん ばろ う。

3月28日 昼 よ く眠 る。 また夜 眠れ ない。

苦 しい。 主 に向か って不平 を言 う。 い つ ま

でこ の苦 しみ を受 けなけれ ば と。 その後,

少 し眠 る。 吐 き気,焦 燥 感,眠 れ ない。 と
いや

て も苦 しいが今 朝 は癒 しを受 けた気 が した。

多 くの歎難 の後,栄 光 は来 る,し か しその

栄光 は肉眼 にて見 る こ とあたわ ず。

『この 日で真 弓 の メモ は終 わ りま した
。

翌 日か らは しゃべ るの も息苦 し く,酸 素吸

入 を始 め ま した。真 弓の メモ を読 ん でい た

だ くのが 一番 よ くお 分か りい ただ け る と思
つづ

い,綴 りま した。 文字 はいた っ て下 手 の上

に病 気が 重 くな って書 い た もので すか ら,

とて も読 み に くいの ですが,便 箋4枚 の筆

跡 が形 見 として残 り ました。 こう して読 み

なが ら書 いて い る うちに,そ の 時々 の様 子

を思 い出 して新 たな涙が こみ上 げ て まい り

ます。31日 の1回 忌 には,教 会 の人 た ち も

好 きだ った花 を供 えて下 さ り,遺 影 が花 で

埋 まる ようで した。』｣

この ようにお母 様 は書 い て下 さい ました。

伝道 に出て,町 田の地 に多 くの種 を蒔 き,

佐世保 にお いて は帰還 宣教 師 と.して活発 に

働 いて こられた彼 女 か ら,永 遠 の生 命 に至

る道,復 活 につ いて教 えを受 けた私 は幸 せ

だ った と思 って い ます 。

彼女 が レッス ンの 中で,｢死 は私 た ち に と

って祝 福 です。 私 た ちが永遠 に進 歩 す るた

めに必 要 なの です｣と 言 ってお られ た言葉

が 昨 日の ことの ように思 い 出 され ます。私

が現 世 の生活 を終 え,主 に召 され る時,私

は精 一杯 生 きて きま した と胸 を張 っ て言 え
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けは しない で… …｣と 大声 で泣 き出 し まし

た。 その一言 で,妻 の母 に対 す る殺 意 は霧

の如 くに闇 の中 へ消 えて い き ました。ピll .

それか らの数週 間 は酒 びた りの毎 日で し『"'

た。 元来 酒嫌 い の私 は,ビ ー ル を コップ に

一杯 飲 む と,真 っ赤 な顔 に なり,す ぐ酔 っ

て しまうの です。 そ の私が ウイ スキー の ジ

ャン ボ･ボ トル を3日 で空 に して しま うほ

どで した。.

あ る夜 半,私 は相 も変 わ らず涙 を流 し,

もっぱ らウイス キー を浴 び るよ うに飲 んで

お りま した。 そ の時,私 は一家 心 中 を思い

立 ち ました。 そ して前 日買 ってお いた ク リ

小刀 を手 にして,娘 と息子 の寝 て い る部 屋

に入 ってい き ま した。 部屋 へ入 り,暗 い中

を手探 りで刃物 を抜 き,娘 の側 に寄 って娘

を刺 そ う とし ま した。 す る と,私 の気配 に

気付 い た息 子 が 蛍光 灯 をつ けて,｢お 父 さ

ん,ど う したの ……｣と 声 をか けて きま し

た。 その 一言 を聞 い ただ けで,私 は刃物 を

衣 類 の下 に隠 し,自 分 の部 屋へ す ごす ご と

帰 って き ました。

私 は当初,神 様 は何 とい うむ ごいい たず

らを人 々 の人生 にな さるの か と,大 層神様
うら

を恨 んで お りました。 それ が私 に課 せ られ

た試練 で,神 様 が私 を神 の 国へ 導 くた めの

方法 であ る と も知 らず に… …。

妻 が家 を出 て1カ 月位 た った 頃,私 は私

自身 の始末 をつ けるた め に 自殺 をし よう と

決 心 しま した。 その よ うにす る こ とが,子

供 を道 連 れ に死 ね なか った 自分 自身 へ の決

着 だ と思 った か らです。
しおみ だい

汐見 台 の団地 に着 い たの は,お よそ11時

半 を回 った頃 で した。夜 半 の風 が冷 た く肌

を刺 し,寒 気が鋭 く鼻 を刺 した の を今 で も『

は っき り と記憶 してお ります。

五階 建 の屋上 に着 き,涙 で物 も定 か に見

えぬ 目 を見 開 き,今 し も地上 目掛 けて飛 び
㌣ 降pよ

:ラとレま1した。,.揖.側ぞ め時
,真 向が いめ建 物 め五 階で何 か人

の声が す るので,ひ ょっ とそ ち らの方へ 目

をや;りま した。 す る之 親 子4人(子 供 たち

は まだ幼 か ったの です)が,楽 しそ うに笑

.い声 を上 げなが ら遊 ん でお りま した
。 その

よ うな光景 を目:にした私 は,も う自殺 をす

る こ とな どで き ませ ん で した。

次 の 日は 日曜 日で した。私 は朝 食 も取 ら

ずに放 心状 態で壁 を見 てお りま した。 す る

と娘が た った一 言｢教 会 に行 って らっ し ゃ

い｣と 言 い ました。

前の 年の1977年 の末 の こ とで した。 外 は

寒 気が 渦巻 き,冷 たい風 が舞 ってお りま し

た 。｢今 晩 は!｣と い う声 に玄 関 に出 て み ま

す と,若 いア メ リカ人 と日本 人が 立 っ てお

りました。 それ か らは,彼 らは一 週 間 に1

度 か2度,我 が家 を訪 れ,イ エ ス･キ リス
かた

トの福音 を教 えて くれ ました。 しか し,頑
くな

固 で あ った私 は教 会 へ誘 われ て もな か なか

行 こう とし ませ ん で した。 そん な私 で はあ

りましたが神 様 は私 を教会 に導 いて下 さい

ま した。

教 会 へ初 めて行 った時 の私 は と言 い ます

と,顔 は涙 で くしゃ くしゃ にな り,悲 しみ

にゆが んで い ま した。 人 を信 用で きな くな

って 自暴 自棄 にな ってい た私 の姿 は,と て

も正視 で きる状態 で なか った と思 い ます。

しか し,大 勢 の兄 弟姉 妹 た ちが そん な私 を

優 し く迎 えて下 さい ました。心 よ り感謝 し

て お ります。

それ か ら3カ 月間,私 はバ プテ スマ を受

.けるた めの勉 強 を必死 にな って続 け ま した。

神 様 を受 け入 れ るた めの心 の準 備,そ の戒 め
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